
大磯町

おおいそ広 報

平成23年
（2011年）

2月
NO.620

お も な 内 容

● 子宮頸がん・ヒブ・肺炎球菌 ワクチンの無料接種を開始!!
● 旧吉田茂邸再建に向けて説明会を開催　　
● 平成目安箱を設置 !!　
● 消防活動協力者、消防職・団員表彰

…②
……………③

…………………………………③
………………④

…⑥
…………………⑩

…………………………⑫
…………………………………………⑬

● 町県民税の申告と所得税の確定申告はお早めに 
● 旧吉田茂邸再建基金寄附者一覧⑰
● 図書館・郷土資料館だより
● 情報コーナー

※この広報誌は再生紙を使用しています

▲ うっすらと雪化粧した郷土資料館（昨年撮影）
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※このコーナーに登場してくれるお子

　さんを募集しています。

◎問い合わせ　政策課　☎内線 207

撮影者 （広報カメラマン）

① 奥野さん　② 杉崎さん
③ 上田さん　④ 高田さん
⑤ 太田さん

32,848（＋33）
12,593（＋15）

人口
世帯

男  16,026（＋30） 女  16,822（＋3）
（　）は前月比

スポーツ健康課　☎内線 310

Vol.0

大根餅

Vol.11 Vol.
5

写真・レシピ提供

大磯町食生活改善推進団体（ママの会）

　大根の根にはでんぷん分解酵素が含まれているため、食

べ物の消化を促進します。

① 北浜海岸からの初日の出

② 今年も良い年でありますように
　（初詣・六所神社）

② 魚のさばき方教室

③ 照ヶ崎海岸からの初富士
④ 出初式での放水訓練の様子
　（1/9・大磯運動公園）

⑤ 成人の仲間入り
　（1/10・成人式）

①大根おろしに、塩を加えておく。

②Ａを混ぜ合わせ、①を加える。

③フライパンに油を少々熱し、②をスプーン 1 杯ほど流し

入れ、平たくのばし、両面をこんがり焼く。

　※食べるときにしょうゆをつけてもよい。

　※お好みで桜えびやねぎを加えてもおいしいですよ。

わーい！ぶら下がっちゃった！

大好きなパパと辻堂海浜公園にて。

1月1日現在
町の人口と世帯

※平成22年 国勢調査に基づく人口と世帯数は、公表され次第反映させる予定です。

大根おろし　　　400g
塩　　　　　　　小さじ1/2
　　　小麦粉　　120g
Ａ　　片栗粉　　80g
　　　青のり　　大さじ1
油　　　　　　　適宜

後藤　龍太郎 くん
平成20年1月16 日生

未来郎さん、文栄さんの長男

りゅう た ろう

輝ける 2011 年のはじまり
（１月元日）
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皆
さ
ん
の
声
が
よ
り
届
き
や
す
く
な
る
よ
う
に
、

平
成
目
安
箱
を
設
置
し
、
ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
平
成
目
安
箱
と
は
】　

　

皆
さ
ん
が
普
段
感
じ
て
い
る
町
に
対
す
る
意
見

な
ど
を
投
書
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
に
対
す
る
回
答
は
、
提

案
者
に
回
答
す
る
と
と
も
に
、
提
案
内
容
と
そ
の

回
答
の
み
公
表
し
ま
す
。

【
平
成
目
安
箱
と
用
紙
の
設
置
場
所
】

　

本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
、
国
府
支
所
１
階
ロ
ビ
ー
、

生
涯
学
習
館
、
図
書
館
、
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
「
さ

ざ
ん
か
荘
」及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内（
電
子
申
請
）。

　

な
お
、
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
順
次
増
や
し

て
い
く
予
定
で
す
。

【
公
表
】

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
の
回
答
は
、
提
案
者
に

送
付
す
る
と
と
も
に
、
提
案
者
の
個
人
情
報
を
除

い
て
、
提
案
内
容
と
そ
の
回
答
を
役
場
１
階
町
民

情
報
コ
ー
ナ
ー
や
国
府
支
所
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

【
設
置
時
期
及
び
募
集
開
始
】

　

２
月
１
日
（
火
）
か
ら

【
提
出
方
法
】

　

直
接
平
成
目
安
箱
に
投
函
い
た
だ
く
か
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

子
宮
頸
が
ん
や
髄
膜
炎
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
が
、２
月
１
日（
火
）か
ら
無
料
に
な
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
重
症
化
し
た
場
合
、
死
に
至
る
こ

と
も
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
予
防
効
果

の
高
い
こ
と
か
ら
、
接
種
費
用
を
無
料
に
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン
は
い
ず
れ
も
任
意
で
の

接
種
で
す
。
効
果
や
副
反
応
に
つ
い
て
十
分
理

解
し
た
う
え
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　

無
料
で
接
種
で
き
る
の
は
、
町
と
契
約
し
て

い
る
次
の
一
覧
の
医
療
機
関
の
み
で
す
。
医
療

機
関
に
よ
っ
て
は
、
事
前
に
予
約
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
は
、
直
接
医

療
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　

☎
内
線
３
１
０

子宮頸がん・ヒブ・肺炎球菌
ワクチンの無料接種を開始　
子宮頸がん・ヒブ・肺炎球菌
ワクチンの無料接種を開始　
子宮頸がん・ヒブ・肺炎球菌
ワクチンの無料接種を開始　
～対象者の予防接種費用が2月から無料に～

対象の方は以下の予防接種を無料で受けられます

！！

▼
と
き
・
と
こ
ろ

　

①
２
月
19
日
（
土
）

　
　

午
後
１
時
〜
３
時
（
開
場
12
時
30
分
〜
）

　
　

大
磯
小
学
校
体
育
館

　

②
２
月
20
日
（
日
）

　
　

午
後
１
時
〜
３
時
（
開
場
12
時
30
分
〜
）

　
　

国
府
小
学
校
体
育
館

▼
持
ち
物

　

会
場
で
使
う
上
履
き
・
ス
リ
ッ
パ
等

▼
そ
の
他

※

会
場
の
都
合
に
よ
り
、
お
車
で
の
ご
来
場

は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

※

当
日
は
暖
か
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

旧
吉
田
茂
邸
の
再
建
に
つ
い
て
、
現
在
の
検
討
状
況
や
め
ざ
し
て
い
る
再
建
の
姿
を
説
明

し
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
吉
田
茂
邸
の
利
活
用
（
案
）
を
お
示
し
し
ま
す
。
是
非
参
加
い
た
だ
き
、
皆
さ

ん
の
意
見
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

〜
旧
吉
田
茂
邸
の
再
建
の
姿
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
〜

◎
問
い
合
わ
せ　

政
策
課

　

☎
内
線
２
０
５

◎
問
い
合
わ
せ　

政
策
課　

☎
内
線
２
０
６

子宮頸がんワクチン ヒブワクチン 肺炎球菌ワクチン

中１～中３相当年齢の女子 ２か月～４歳の子ども ２か月～４歳の子ども

３回 １回～４回 １回～４回

子宮頸がんの原因の約 6割を占め
るウイルスの感染を予防

次のいずれにも該当する方
●接種時、町に住民登録または外
国人登録がある方
●中学１年～３年相当の年齢の女
子（本年度は平成 7 年 4 月 2 日
～平成10年4月１日生まれの方）

初回接種から1か月後に2回目を、
同じく6か月後に3回目を接種

接種を開始する年齢（月齢）によっ
て回数が異なります。

次のいずれにも該当する方
●接種時、町に住民登録または外
国人登録がある方
●生後２か月～５歳未満の方
　（５歳の誕生日の前日まで）

次のいずれにも該当する方
●接種時、町に住民登録または外
国人登録がある方
●生後２か月～５歳未満の方
　（５歳の誕生日の前日まで）

※予防接種だけではすべての子宮
頸がんは防げないため、20 歳以
上の女性は 2 年に 1 度、子宮が
ん検診を受けてください

細菌性髄膜炎の原因の約 6割を占
めるヒブという細菌の感染を予防

※細菌性髄膜炎･･･脳の髄膜に炎症
が起こる病気。ヒブによる髄膜
炎は、約 5％が死亡し、約 25%
に重い後遺症が残る

細菌性髄膜炎の原因の約 3割を占
め、肺炎などを引き起こす肺炎球
菌の感染を予防

※肺炎球菌による髄膜炎は、約 7％
が死亡し、約 40％に後遺症が残
る

※途中で接種を中断してしまう
と効果が得られません。必ず
３回の接種を受けてください。

●生後2か月～7か月未満･･･４回
●生後7か月～12か月未満･･･３回
●１歳以上･･･１回

接種を開始する年齢（月齢）によっ
て回数が異なります。

●生後2か月～7か月未満･･･4回
●生後7か月～12か月未満･･･3回
●１歳以上･･･２回
●２歳以上･･･１回

効　
　

果

対　

象　

者

接 

種 

回 

数

▲高麗山

▲
鷹取山

大磯
駅

西湘バイ
パス

小田
原厚
木道
路

東海
道新
幹線

JR 東海道線

至二ノ
宮

図書館

生涯学習館

種類

1
×

町内医療機関一覧

旧
吉
田
茂
邸
再
建
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
説
明
会
を
開
催

旧
吉
田
茂
邸
再
建
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
説
明
会
を
開
催

旧
吉
田
茂
邸
再
建
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
説
明
会
を
開
催

平
成
目
安
箱
を
設
置

平
成
目
安
箱
を
設
置

　
役
場
改
革
に
着
手
！
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

皆
さ
ん
か
ら
の
提
案
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

！！！！

▲焼失前の本邸の姿

▲兜門

大磯ハートクリニック 70－1110

大谷クリニック 60－3111

相良内科クリニック 61－0378

月京クリニック 71－2321

東海大学医学部附属大磯病院 72－3211

ひよこクリニック 61－7963

簑島医院 71－0184

森田内科医院 61－8887

ヒブ・肺炎球菌子宮頸がん病　院　名 電話番号

○

○

○

○

×

○

○

○

×

×

×

○

○

○

×

×

国府支所

世代交流
センター

「さざんか荘」
生涯学習館

図書館

大磯町役場
本庁舎

大磯
駅

大磯中学校

▲高麗山

城山トンネル

城山公園

平成目安箱設置場所位置図

　　　　　広報おおいそ　平成23年2月 2
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の
姿
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
〜

◎
問
い
合
わ
せ　

政
策
課

　

☎
内
線
２
０
５

◎
問
い
合
わ
せ　

政
策
課　

☎
内
線
２
０
６

子宮頸がんワクチン ヒブワクチン 肺炎球菌ワクチン

中１～中３相当年齢の女子 ２か月～４歳の子ども ２か月～４歳の子ども

３回 １回～４回 １回～４回

子宮頸がんの原因の約 6割を占め
るウイルスの感染を予防

次のいずれにも該当する方
●接種時、町に住民登録または外
国人登録がある方
●中学１年～３年相当の年齢の女
子（本年度は平成 7 年 4 月 2 日
～平成10年4月１日生まれの方）

初回接種から1か月後に2回目を、
同じく6か月後に3回目を接種

接種を開始する年齢（月齢）によっ
て回数が異なります。

次のいずれにも該当する方
●接種時、町に住民登録または外
国人登録がある方
●生後２か月～５歳未満の方
　（５歳の誕生日の前日まで）

次のいずれにも該当する方
●接種時、町に住民登録または外
国人登録がある方
●生後２か月～５歳未満の方
　（５歳の誕生日の前日まで）

※予防接種だけではすべての子宮
頸がんは防げないため、20 歳以
上の女性は 2 年に 1 度、子宮が
ん検診を受けてください

細菌性髄膜炎の原因の約 6割を占
めるヒブという細菌の感染を予防

※細菌性髄膜炎･･･脳の髄膜に炎症
が起こる病気。ヒブによる髄膜
炎は、約 5％が死亡し、約 25%
に重い後遺症が残る

細菌性髄膜炎の原因の約 3割を占
め、肺炎などを引き起こす肺炎球
菌の感染を予防

※肺炎球菌による髄膜炎は、約 7％
が死亡し、約 40％に後遺症が残
る

※途中で接種を中断してしまう
と効果が得られません。必ず
３回の接種を受けてください。

●生後2か月～7か月未満･･･４回
●生後7か月～12か月未満･･･３回
●１歳以上･･･１回

接種を開始する年齢（月齢）によっ
て回数が異なります。

●生後2か月～7か月未満･･･4回
●生後7か月～12か月未満･･･3回
●１歳以上･･･２回
●２歳以上･･･１回

効　
　

果

対　

象　

者

接 

種 

回 

数

▲高麗山

▲
鷹取山

大磯
駅

西湘バイ
パス

小田
原厚
木道
路

東海
道新
幹線

JR 東海道線

至二ノ
宮

図書館

生涯学習館

種類

1
×

町内医療機関一覧

旧
吉
田
茂
邸
再
建
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
説
明
会
を
開
催

旧
吉
田
茂
邸
再
建
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
説
明
会
を
開
催

旧
吉
田
茂
邸
再
建
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
説
明
会
を
開
催

平
成
目
安
箱
を
設
置

平
成
目
安
箱
を
設
置

　
役
場
改
革
に
着
手
！
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

皆
さ
ん
か
ら
の
提
案
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

！！！！

▲焼失前の本邸の姿

▲兜門

大磯ハートクリニック 70－1110

大谷クリニック 60－3111

相良内科クリニック 61－0378

月京クリニック 71－2321

東海大学医学部附属大磯病院 72－3211

ひよこクリニック 61－7963

簑島医院 71－0184

森田内科医院 61－8887

ヒブ・肺炎球菌子宮頸がん病　院　名 電話番号

○

○

○

○

×

○

○

○

×

×

×

○

○

○

×

×

国府支所

世代交流
センター

「さざんか荘」
生涯学習館

図書館

大磯町役場
本庁舎

大磯
駅

大磯中学校

▲高麗山

城山トンネル

城山公園

平成目安箱設置場所位置図

広報おおいそ　平成23年2月3



　　　　　広報おおいそ　平成23年2月 4

（
人
命
救
助
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　

福
田　

陽
平

　
　
　
　
　
　
　
　

須
貝　

満

　
　
　
　
　
　
　
　

今
井　

亮
吉

（
救
急
救
護
者
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

福
井　

淳
一

　
　
　
　
　
　
　
　

仁
保　

克
樹

　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

達
彦

　
　
　
　
　
　
　
　

屋
田　

勝
治

（
永
年
勤
続
優
良
消
防
団
員
）

　

第
１
分
団
副
分
団
長 

曽
根
田　

博
道

　

第
２
分
団
副
分
団
長 

齋
藤　

國
男

　

第
９
分
団
団
長　

    

小
林　

範
治

　

第
12
分
団
分
団
長   

後
藤　

公
司

（
勤
続
３
年
以
上
で
の
退
団
者
）

　

第
２
分
団
班
長 

柴
山　

輝
次

　

第
９
分
団
団
員 

松
村　

賢
作

（
操
法
大
会
出
場
）

　

第
４
分
団
副
分
団
長 

鈴
木　

貴
博

　

第
４
分
団
部
長　

 

添
田　

洋
一      

　

第
４
分
団
班
長　

 

西
方　

宏
幸

　

第
４
分
団
団
員　

 
柳
田　

信
義

（
消
防
業
務
協
力
者
）

　

第
５
分
団
副
分
団
長 

添
田　

勝

◎
問
い
合
わ
せ

　

消
防
本
部　

☎（
61
）
０
９
１
１

消
防
活
動
協
力
者
、

消
防
職
・
団
員
表
彰

【
選
考
決
定
し
た
学
校
法
人
】

●
法
人
名　

学
校
法
人　

小
磯
学
園

●
法
人
所
在
地

　

相
模
原
市
中
央
区
東
淵
野
辺
４

　

23　
20

●
代
表　

理
事
長　

小
磯
信
一

◎
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
室　

☎
内
線
３
１
７

○
大
磯
町
長
表
彰

○
神
奈
川
県
消
防
協
会

　

湘
南
支
部
長
表
彰

　

１
月
９
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
消
防
出
初
式
に
お
い
て
、
人
命
救
助
・

救
急
救
護
に
協
力
さ
れ
た
方
や
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
活

躍
さ
れ
た
方
に
対
し
、
表
彰
状
と
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

○
大
磯
町
消
防
団
長
感
謝
状

○
大
磯
町
消
防
長
感
謝
状

○
大
磯
町
消
防
団
長
表
彰

　

さ
ら
な
る
幼
児
教
育
や
子
育
て
支

援
の
向
上
を
図
る
た
め
、
町
立
小
磯

幼
稚
園
の
場
所
に
大
磯
町
「
私
立
幼

稚
園
設
置
者
・
運
営
者
」
募
集
要
領

に
基
づ
き
私
立
幼
稚
園
の
運
営
を
希

望
す
る
学
校
法
人
を
募
集
し
、「
大
磯

町
民
間
幼
稚
園
選
考
委
員
会
」
に
お

い
て
選
考
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
次

の
学
校
法
人
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
保
護
者
等
を
交
え
た
運
営

委
員
会
を
設
置
し
、
平
成
24
年
４
月

に
開
園
す
る
に
あ
た
っ
て
の
協
議
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

妊
産
婦
や
け
が
人
な
ど
の
移
動
や
施

設
利
用
の
利
便
性
、
安
全
性
の
向
上

を
促
進
す
る
た
め
、
大
磯
駅
周
辺
地

区
と
、
国
府
支
所
周
辺
地
区
を
整
備

拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
重
点
的
か

つ
一
体
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
大
磯

町
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
」
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　

２
月
１
日
（
火
）
〜
21
日
（
月
）

▼
閲
覧
場
所

　

町
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
役
場
本
庁

舎
、
国
府
支
所
）。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
提
出
方
法
と
提
出
先

　

持
参
（
土
・
日
曜
、
祝
日
は
除
く
）、

郵
送
、FAX
、
電
子
メ
ー
ル(info@

tow
n.

oiso.kanagaw
a.jp)

で
、
都
市
計
画

課
あ
て
に
提
出
。

▼
そ
の
他

　

意
見
書
の
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

住
所
、氏
名
、「
大
磯
町
バ
リ
ア
フ
リ
ー

基
本
構
想
（
素
案
）」
に
関
す
る
意
見

で
あ
る
旨
を
明
記
。
提
出
い
た
だ
い

た
意
見
は
、
町
の
考
え
方
を
整
理
し

た
上
で
公
表
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

都
市
計
画
課　

☎
内
線
２
４
３

大
磯
町
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
（
素
案
）

に
対
す
る
意
見
を
募
集

大
磯
町
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
（
素
案
）

に
対
す
る
意
見
を
募
集

・
郵
送　

〒
２
５
４
│
８
６
８
６　

平

塚
市
浅
間
町
９
│
１　

平
塚
市
環
境

部
資
源
循
環
課
（
１
市
２
町
ご
み
処

理
広
域
化
推
進
会
議
事
務
局
）

・
FAX
（
21
）
９
６
０
３　

・
HP　

１
市
２
町
ご
み
処
理
広
域
化

推
進
会
議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。）

・
電
子
メ
ー
ル

g-kouiki@
city.hiratsuka.kanaga

w
a.jp

▼
そ
の
他

　

意
見
募
集
終
了
後
、
皆
さ
ん
か
ら

の
意
見
に
対
す
る
考
え
方
を
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
公
表
す
る

予
定
で
す
。
意
見
に
つ
い
て
は
、
個

人
情
報
を
除
き
公
開
す
る
予
定
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

・
環
境
経
済
課　

☎
内
線
２
６
２

　

・
１
市
２
町
ご
み
処
理
広
域
化
推

進
会
議
事
務
局
☎(

23)

１
１
１
１

　

内
線
２
１
８
５

　

平
塚
市
・
大
磯
町
・
二
宮
町
で
構

成
す
る
１
市
２
町
ご
み
処
理
広
域
化

推
進
会
議
で
は
、
ご
み
処
理
に
お
け

る
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
ご
み

処
理
の
広
域
化
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
「
平
塚
・
大
磯
・
二
宮

ブ
ロ
ッ
ク
ご
み
処
理
広
域
化
実
施
計

画
（
骨
子
案
）」
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
こ
の
骨
子
案
に
対
す
る
皆
さ

ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
は
、
今
後
策

定
す
る
「
ご
み
処
理
広
域
化
実
施
計

画
」
に
反
映
し
ま
す
。

　

な
お
、
意
見
を
提
出
で
き
る
方
は
、

平
塚
市
、
大
磯
町
及
び
二
宮
町
に
在

住
、
在
勤
、
在
学
の
方
で
す
。

▼
募
集
期
間

　

２
月
１
日
（
火
）
か
ら
３
月
２
日

（
水
）
ま
で　

※

締
切
日
必
着

▼
閲
覧
場
所

　

町
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
役
場
本
庁

舎
、
国
府
支
所
）、
図
書
館
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
提
出
方
法
と
提
出
先

　

氏
名
、
住
所
を
ご
記
入
の
上
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
送
付
し

て
く
だ
さ
い
（
意
見
提
出
用
紙
有
）。

　

な
お
、
電
話
で
の
ご
意
見
は
受
付

い
た
し
ま
せ
ん
。

▼
そ
の
他

　

意
見
書
の
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

住
所
（
事
務
所
所
在
地
）、
氏
名
（
法

人
の
場
合
は
法
人
名
）、（
仮
称
）
清

潔
な
お
お
い
そ
ま
ち
条
例
素
案
に
関

す
る
意
見
で
あ
る
旨
を
明
記
。
提
出

い
た
だ
い
た
意
見
等
は
、
町
の
考
え

方
を
整
理
し
た
上
で
公
表
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

環
境
経
済
課　

☎
内
線
２
６
２

▼
募
集
期
間

　

２
月
28
日
（
月
）
ま
で

▼
閲
覧
場
所

　

町
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
役
場
本
庁
舎
、

国
府
支
所
）、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
提
出
方
法
と
提
出
先

　

持
参
（
土
・
日
曜
、
祝
日
は
除
く
）、

郵
送
、
FAX
、
電
子
メ
ー
ル

(kankyo@
tow
n.oiso.kanagaw

a.jp)

で
、
環
境
経
済
課
あ
て
に
提
出
。

　

町
で
は
、
た
ば
こ
の
吸
殻
や
空
き

缶
等
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
を
防
止
し
、

町
内
を
清
潔
で
さ
わ
や
か
な
環
境
に

し
て
い
く
た
め
に
「（
仮
称
）
清
潔
な

お
お
い
そ
ま
ち
条
例
」
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
条
例
素
案
を
ま
と
め
ま

し
た
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

・
メ
ー
ル　

bosai@
tow
n.oiso.

kanagaw
a.jp

▼
意
見
等
に
対
す
る
考
え
方
の
公
表

　

受
け
付
け
を
し
た
意
見
等
は
、
町

の
考
え
方
を
付
し
て
公
表
し
ま
す(

個

別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
）。
ま
た
提
出

い
た
だ
い
た
意
見
等
の
原
稿
は
返
却

し
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

危
機
管
理
対
策
室  

☎
内
線
２
４
１

舎
、
国
府
支
所
）、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
提
出
方
法　

　

任
意
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
郵
送
、
FAX 

、
電
子
メ
ー
ル
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
先

・
郵
送　

〒
２
５
５
│
８
５
５
５

　

大
磯
町
東
小
磯
１
８
３

　

大
磯
町
役
場
総
務
課
危
機
管
理
対

策
室
あ
て

・
FAX （
61
）
１
９
９
１

　

大
磯
町
地
域
防
災
計
画
修
正
素
案

に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
町

民
意
見
公
募
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
災
害
対
策
基
本
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
災
害
か
ら

保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り

ま
す
。

▼
募
集
期
間

　

２
月
１
日
（
火
）
〜
２
月
21
日
（
月
）

▼
閲
覧
場
所　

　

町
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
役
場
本
庁

（
仮
称
）清
潔
な
お
お
い
そ
ま
ち

　
　
　
　
　
　
条
例
素
案
の
意
見
を
募
集

「
1
市
2
町
ご
み
処
理
広
域
化

　
実
施
計
画
（
骨
子
案
）」
に
対
す
る
意
見
を
募
集

大
磯
町
地
域
防
災
計
画
の

　
　
　
　
　
修
正
素
案
に
関
す
る
意
見
を
募
集

大
磯
町
地
域
防
災
計
画
の

　
　
　
　
　
修
正
素
案
に
関
す
る
意
見
を
募
集

大
磯
町
地
域
防
災
計
画
の

　
　
　
　
　
修
正
素
案
に
関
す
る
意
見
を
募
集

　

１
月
８
日
（
土
）、
神
奈
川
県
庁
で

開
催
さ
れ
た
平
成
22
年
度
神
奈
川
県

体
育
功
労
者
表
彰
式
に
お
い
て
、
地

域
に
お
け
る
体
育
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の

健
全
な
普
及
と
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

功
績
に
よ
り
、
お
お
い
そ
骨
太
体
操

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
が
団
体
の
部
で

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　

☎
内
線
３
２
４

▲おおいそ骨太体操

▲出初式での表彰の様子

神奈川県体育功労者表彰を受賞

私立幼稚園の

設置者・運営事業者の

学校法人が決定　

私立幼稚園の

設置者・運営事業者の

学校法人が決定　！！！！

おおい
そ骨太体操

ボランティアの会
おおい

そ骨太体操

ボランティアの会
おおい

そ骨太体操

ボランティアの会
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（
人
命
救
助
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　

福
田　

陽
平

　
　
　
　
　
　
　
　

須
貝　

満

　
　
　
　
　
　
　
　

今
井　

亮
吉

（
救
急
救
護
者
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

福
井　

淳
一

　
　
　
　
　
　
　
　

仁
保　

克
樹

　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

達
彦

　
　
　
　
　
　
　
　

屋
田　

勝
治

（
永
年
勤
続
優
良
消
防
団
員
）

　

第
１
分
団
副
分
団
長 

曽
根
田　

博
道

　

第
２
分
団
副
分
団
長 

齋
藤　

國
男

　

第
９
分
団
団
長　

    

小
林　

範
治

　

第
12
分
団
分
団
長   

後
藤　

公
司

（
勤
続
３
年
以
上
で
の
退
団
者
）

　

第
２
分
団
班
長 

柴
山　

輝
次

　

第
９
分
団
団
員 

松
村　

賢
作

（
操
法
大
会
出
場
）

　

第
４
分
団
副
分
団
長 

鈴
木　

貴
博

　

第
４
分
団
部
長　

 

添
田　

洋
一      

　

第
４
分
団
班
長　

 

西
方　

宏
幸

　

第
４
分
団
団
員　

 

柳
田　

信
義

（
消
防
業
務
協
力
者
）

　

第
５
分
団
副
分
団
長 

添
田　

勝

◎
問
い
合
わ
せ

　

消
防
本
部　

☎（
61
）
０
９
１
１

消
防
活
動
協
力
者
、

消
防
職
・
団
員
表
彰

【
選
考
決
定
し
た
学
校
法
人
】

●
法
人
名　

学
校
法
人　

小
磯
学
園

●
法
人
所
在
地

　

相
模
原
市
中
央
区
東
淵
野
辺
４

　

23　
20

●
代
表　

理
事
長　

小
磯
信
一

◎
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
室　

☎
内
線
３
１
７

○
大
磯
町
長
表
彰

○
神
奈
川
県
消
防
協
会

　

湘
南
支
部
長
表
彰

　

１
月
９
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
消
防
出
初
式
に
お
い
て
、
人
命
救
助
・

救
急
救
護
に
協
力
さ
れ
た
方
や
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
活

躍
さ
れ
た
方
に
対
し
、
表
彰
状
と
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

○
大
磯
町
消
防
団
長
感
謝
状

○
大
磯
町
消
防
長
感
謝
状

○
大
磯
町
消
防
団
長
表
彰

　

さ
ら
な
る
幼
児
教
育
や
子
育
て
支

援
の
向
上
を
図
る
た
め
、
町
立
小
磯

幼
稚
園
の
場
所
に
大
磯
町
「
私
立
幼

稚
園
設
置
者
・
運
営
者
」
募
集
要
領

に
基
づ
き
私
立
幼
稚
園
の
運
営
を
希

望
す
る
学
校
法
人
を
募
集
し
、「
大
磯

町
民
間
幼
稚
園
選
考
委
員
会
」
に
お

い
て
選
考
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
次

の
学
校
法
人
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
保
護
者
等
を
交
え
た
運
営

委
員
会
を
設
置
し
、
平
成
24
年
４
月

に
開
園
す
る
に
あ
た
っ
て
の
協
議
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

妊
産
婦
や
け
が
人
な
ど
の
移
動
や
施

設
利
用
の
利
便
性
、
安
全
性
の
向
上

を
促
進
す
る
た
め
、
大
磯
駅
周
辺
地

区
と
、
国
府
支
所
周
辺
地
区
を
整
備

拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
重
点
的
か

つ
一
体
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
大
磯

町
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
」
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　

２
月
１
日
（
火
）
〜
21
日
（
月
）

▼
閲
覧
場
所

　

町
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
役
場
本
庁

舎
、
国
府
支
所
）。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
提
出
方
法
と
提
出
先

　

持
参
（
土
・
日
曜
、
祝
日
は
除
く
）、

郵
送
、FAX
、
電
子
メ
ー
ル(info@

tow
n.

oiso.kanagaw
a.jp)

で
、
都
市
計
画

課
あ
て
に
提
出
。

▼
そ
の
他

　

意
見
書
の
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

住
所
、氏
名
、「
大
磯
町
バ
リ
ア
フ
リ
ー

基
本
構
想
（
素
案
）」
に
関
す
る
意
見

で
あ
る
旨
を
明
記
。
提
出
い
た
だ
い

た
意
見
は
、
町
の
考
え
方
を
整
理
し

た
上
で
公
表
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

都
市
計
画
課　

☎
内
線
２
４
３

大
磯
町
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
（
素
案
）

に
対
す
る
意
見
を
募
集

大
磯
町
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
（
素
案
）

に
対
す
る
意
見
を
募
集

・
郵
送　

〒
２
５
４
│
８
６
８
６　

平

塚
市
浅
間
町
９
│
１　

平
塚
市
環
境

部
資
源
循
環
課
（
１
市
２
町
ご
み
処

理
広
域
化
推
進
会
議
事
務
局
）

・
FAX
（
21
）
９
６
０
３　

・
HP　

１
市
２
町
ご
み
処
理
広
域
化

推
進
会
議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。）

・
電
子
メ
ー
ル

g-kouiki@
city.hiratsuka.kanaga

w
a.jp

▼
そ
の
他

　

意
見
募
集
終
了
後
、
皆
さ
ん
か
ら

の
意
見
に
対
す
る
考
え
方
を
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
公
表
す
る

予
定
で
す
。
意
見
に
つ
い
て
は
、
個

人
情
報
を
除
き
公
開
す
る
予
定
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

・
環
境
経
済
課　

☎
内
線
２
６
２

　

・
１
市
２
町
ご
み
処
理
広
域
化
推

進
会
議
事
務
局
☎(

23)

１
１
１
１

　

内
線
２
１
８
５

　

平
塚
市
・
大
磯
町
・
二
宮
町
で
構

成
す
る
１
市
２
町
ご
み
処
理
広
域
化

推
進
会
議
で
は
、
ご
み
処
理
に
お
け

る
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
ご
み

処
理
の
広
域
化
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
「
平
塚
・
大
磯
・
二
宮

ブ
ロ
ッ
ク
ご
み
処
理
広
域
化
実
施
計

画
（
骨
子
案
）」
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
こ
の
骨
子
案
に
対
す
る
皆
さ

ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
は
、
今
後
策

定
す
る
「
ご
み
処
理
広
域
化
実
施
計

画
」
に
反
映
し
ま
す
。

　

な
お
、
意
見
を
提
出
で
き
る
方
は
、

平
塚
市
、
大
磯
町
及
び
二
宮
町
に
在

住
、
在
勤
、
在
学
の
方
で
す
。

▼
募
集
期
間

　

２
月
１
日
（
火
）
か
ら
３
月
２
日

（
水
）
ま
で　

※

締
切
日
必
着

▼
閲
覧
場
所

　

町
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
役
場
本
庁

舎
、
国
府
支
所
）、
図
書
館
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
提
出
方
法
と
提
出
先

　

氏
名
、
住
所
を
ご
記
入
の
上
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
送
付
し

て
く
だ
さ
い
（
意
見
提
出
用
紙
有
）。

　

な
お
、
電
話
で
の
ご
意
見
は
受
付

い
た
し
ま
せ
ん
。

▼
そ
の
他

　

意
見
書
の
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

住
所
（
事
務
所
所
在
地
）、
氏
名
（
法

人
の
場
合
は
法
人
名
）、（
仮
称
）
清

潔
な
お
お
い
そ
ま
ち
条
例
素
案
に
関

す
る
意
見
で
あ
る
旨
を
明
記
。
提
出

い
た
だ
い
た
意
見
等
は
、
町
の
考
え

方
を
整
理
し
た
上
で
公
表
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

環
境
経
済
課　

☎
内
線
２
６
２

▼
募
集
期
間

　

２
月
28
日
（
月
）
ま
で

▼
閲
覧
場
所

　

町
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
役
場
本
庁
舎
、

国
府
支
所
）、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
提
出
方
法
と
提
出
先

　

持
参
（
土
・
日
曜
、
祝
日
は
除
く
）、

郵
送
、
FAX
、
電
子
メ
ー
ル

(kankyo@
tow
n.oiso.kanagaw

a.jp)

で
、
環
境
経
済
課
あ
て
に
提
出
。

　

町
で
は
、
た
ば
こ
の
吸
殻
や
空
き

缶
等
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
を
防
止
し
、

町
内
を
清
潔
で
さ
わ
や
か
な
環
境
に

し
て
い
く
た
め
に
「（
仮
称
）
清
潔
な

お
お
い
そ
ま
ち
条
例
」
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
条
例
素
案
を
ま
と
め
ま

し
た
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

・
メ
ー
ル　

bosai@
tow
n.oiso.

kanagaw
a.jp

▼
意
見
等
に
対
す
る
考
え
方
の
公
表

　

受
け
付
け
を
し
た
意
見
等
は
、
町

の
考
え
方
を
付
し
て
公
表
し
ま
す(

個

別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
）。
ま
た
提
出

い
た
だ
い
た
意
見
等
の
原
稿
は
返
却

し
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

危
機
管
理
対
策
室  

☎
内
線
２
４
１

舎
、
国
府
支
所
）、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
提
出
方
法　

　

任
意
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
郵
送
、
FAX 

、
電
子
メ
ー
ル
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
先

・
郵
送　

〒
２
５
５
│
８
５
５
５

　

大
磯
町
東
小
磯
１
８
３

　

大
磯
町
役
場
総
務
課
危
機
管
理
対

策
室
あ
て

・
FAX （
61
）
１
９
９
１

　

大
磯
町
地
域
防
災
計
画
修
正
素
案

に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
町

民
意
見
公
募
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
災
害
対
策
基
本
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
災
害
か
ら

保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り

ま
す
。

▼
募
集
期
間

　

２
月
１
日
（
火
）
〜
２
月
21
日
（
月
）

▼
閲
覧
場
所　

　

町
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
役
場
本
庁

（
仮
称
）清
潔
な
お
お
い
そ
ま
ち

　
　
　
　
　
　
条
例
素
案
の
意
見
を
募
集

「
1
市
2
町
ご
み
処
理
広
域
化

　
実
施
計
画
（
骨
子
案
）」
に
対
す
る
意
見
を
募
集

大
磯
町
地
域
防
災
計
画
の

　
　
　
　
　
修
正
素
案
に
関
す
る
意
見
を
募
集

大
磯
町
地
域
防
災
計
画
の

　
　
　
　
　
修
正
素
案
に
関
す
る
意
見
を
募
集

大
磯
町
地
域
防
災
計
画
の

　
　
　
　
　
修
正
素
案
に
関
す
る
意
見
を
募
集

　

１
月
８
日
（
土
）、
神
奈
川
県
庁
で

開
催
さ
れ
た
平
成
22
年
度
神
奈
川
県

体
育
功
労
者
表
彰
式
に
お
い
て
、
地

域
に
お
け
る
体
育
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の

健
全
な
普
及
と
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

功
績
に
よ
り
、
お
お
い
そ
骨
太
体
操

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
が
団
体
の
部
で

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　

☎
内
線
３
２
４

▲おおいそ骨太体操

▲出初式での表彰の様子

神奈川県体育功労者表彰を受賞

私立幼稚園の

設置者・運営事業者の

学校法人が決定　

私立幼稚園の

設置者・運営事業者の

学校法人が決定　！！！！

おおい
そ骨太体操

ボランティアの会
おおい

そ骨太体操

ボランティアの会
おおい

そ骨太体操

ボランティアの会



あなたはどの申告が必要？

こんな方は申告が必要です！
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中
学
生
「
税
に
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い
て
の
作
文
」
で
表
彰

中
学
生
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
で
表
彰

▼
財
団
法
人
大
蔵
財
務
協
会
理
事
長

賞
（※

）

　
　

秋
道　

涼
香
（
大
磯
中
）

▼
平
塚
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合

会
会
長
賞
（※

）

　
　

新
庄　

永
遠

　
　
　
　
　

  （
聖
ス
テ
パ
ノ
学
園
中
）

▼
大
磯
町
長
賞　

　
　

竹
内　
　

怜
（
国
府
中
）

▼
大
磯
町
議
会
議
長
賞

　
　

上
野　

美
香
（
大
磯
中
）

▼
平
塚
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会

・
優
秀
賞

　
　

吉
川　

裕
太
（
国
府
中
）

・
入
選

　
　

田
中　

航
平
（
大
磯
中
）

　
　

柴
田　

知
実
（
大
磯
中
）

（※

）
印
の
受
賞
作
文（
全
文
）は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

６
か
月
以
上
寝
た
き
り
の
状
態
で

常
時
紙
お
む
つ
の
使
用
が
必
要
と
認

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
お
む
つ
代
を

医
療
費
控
除
に
含
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
書
類

　

医
療
機
関
が
発
行
す
る
「
お
む
つ

使
用
証
明
書
」
と
「
お
む
つ
代
の
領

収
書
」
が
、
確
定
申
告
時
に
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
度
に
引
き
続
き
お
む

つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る

方
は
、
要
介
護
認
定
主
治
医
意
見
書

で
尿
失
禁
が
確
認
で
き
る
場
合
に
は
、

「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
に
代
わ
り
、

町
で
交
付
す
る
「
内
容
確
認
証
明
書
」

で
代
用
が
で
き
ま
す
。

手
軽
に

　

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い
65
歳

以
上
の
方
で
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
に

よ
り
障
害
者
等
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ

た
方
に
、「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

証
」
を
交
付
し
ま
す
。
確
定
申
告
の
際

に
提
出
す
る
こ
と
で
障
害
者
控
除
等
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

　

要
介
護
２
以
上
で
要
介
護
認
定
主

治
医
意
見
書
に
よ
り
、
町
が
知
的
障

害
者
及
び
身
体
障
害
者
に
準
ず
る
と

認
め
た
方
（
状
態
確
認
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）。

◎
問
い
合
わ
せ　

保
険
福
祉
課　

　

☎
内
線
３
０
１
・
３
０
２

　

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
、
国
税
庁
主
催
の
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
で
次
の
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。　

　

今
年
度
の
応
募
総
数
は
５
４
３
，７
３
５
編
、
う
ち
、
大
磯
町
内
の
中
学
校
か
ら
は
１
２
９
編
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

お
む
つ
代
が

　
　

医
療
費
控
除
さ
れ
ま
す

町
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
は
お
早
め
に

○
申
告
が
必
要
な
方

　

左
記
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
平
成
22
年
中
の
給
与
の
収
入
金
額
が

２
，
０
０
０
万
円
を
超
え
る
方
、
給
与
以
外
の
所

得
が
20
万
円
を
超
え
る
方
、
２
か
所
以
上
か
ら
給

与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
方
、
不
動
産
や
ゴ
ル

フ
会
員
権
な
ど
の
資
産
を
売
っ
た
方
は
、
確
定
申

告
が
必
要
で
す
。

○
年
金
受
給
者
と
申
告

　

年
金
か
ら
の
源
泉
徴
収
税
額
に
は
、
社
会
保
険

料
や
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
、
障
害
者
控
除
、

寡
婦
（
夫
）
控
除
な
ど
の
各
種
控
除
は
反
映
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

各
種
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
各
種
申

告
が
必
要
で
す
。

申
告
期
間
は
、
2
月
16
日
（
水
）
〜
3
月
15
日
（
火
）

　

申
告
は
、
国
民
健
康
保
険
税
や
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
の
算
定
資
料

に
も
な
り
ま
す
。

　

申
告
資
料
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、
所
得

証
明
書
等
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

申告会場の案内

平塚駅ビル 6階ラスカホール
【配布・収受】8：30 ～ 17：00
【作成アドバイス】
9：00 ～ 17：00
1 月 24 日 ( 月 ) ～ 3 月 24 日 ( 木 )※土日、祝日除く
※2月 20 日 ( 日 )・2 月 27 日 ( 日 ) は開場
所得税の申告・納付期限は 3月 15 日 ( 火 ) です。
2月 15 日 ( 火 ) 以前は還付申告の方が対象です。

○申告書、印鑑
○源泉徴収票や各種控除の証明書 （医療費控除を受ける方は、領収書の合計額を計算して来てください。）
○前年の申告書の控え
○使い慣れた筆記用具、電卓
○還付金がある場合、申告者名義の口座番号がわかるもの

【①税理士会による無料相談会】
2月14日 (月 )、15日 (火）9：30～ 12：00、13：00～ 15：30
国府支所2階会議室　　　
2月16日 (水 )～ 18日 (金）
保健センター2階研修室　

【②上記以外の申告相談受付】
2月21日 (月 )～ 3月15日 (火 ) 9：00～ 11：45、13：00～ 16：00
役場 4階第1会議室（※土日除く）
※混雑状況により相談及び受付の締切を早めることがあります。　　 
　

※申告書の自書作成に、ご協力をお願いいたします。

《
町
県
民
税
申
告
と
確
定
申
告
》

《
申
告
の
受
付
・
相
談
》

すべての確定申告 町県民税申告、簡易な確定申告（申告書Ａ）

町が開設する申告会場税務署が開設する申告会場

受付日時
・場所

持ち物

申告内容

　

次
頁
掲
載
の
申
告
会
場
の
案
内
を
参
照
。

○
町
県
民
税
申
告
書

　

前
年
の
申
告
書
提
出
状
況
等
に
よ
り
申
告
が
必

要
と
思
わ
れ
る
方
へ
２
月
初
旬
に
送
付
し
ま
す
。

申
告
が
必
要
な
方
で
、
申
告
書
が
な
い
場
合
は
、

町
の
申
告
会
場
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
提
出
は
、

郵
送
で
も
受
付
し
ま
す
。（
控
え
が
必
要
な
方
は
、

切
手
貼
付
の
う
え
返
信
用
の
封
筒
を
同
封
）

○
確
定
申
告
書
の
配
布

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
か
、
税
務
署
や
町
の
申
告
会
場
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

○
確
定
申
告
書
は
、
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
簡

単
に
作
成
で
き
ま
す

　

画
面
案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
れ
ば
、

税
額
等
が
自
動
計
算
さ
れ
ま
す
。
簡
単
に
作
成
で

き
、
そ
の
申
告
書
を
印
刷
し
て
提
出
で
き
ま
す
。

・
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

　

http://w
w
w
.nta.go.jp

○
確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

　

確
定
申
告
に
関
す
る
相
談
に
お
答
え
す
る
電
話

窓
口
を
税
務
署
が
開
設
し
ま
す
。

・
期
間　

３
月
15
日
（
火
）
ま
で

・
相
談
内
容　

所
得
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
、

贈
与
税
、
相
談
会
場
に
つ
い
て
等

◎
問
い
合
わ
せ

・
確
定
申
告
に
つ
い
て　

　

平
塚
税
務
署
☎（
22
）
１
４
０
０

・
町
県
民
税
に
つ
い
て　

　

税
務
課
☎
内
線
２
５
３･

２
５
４

受
け
ら
れ
ま
す

確
定
申
告

控
除

で

が

寝
た
き
り
高
齢
者
等
に

　
　
　
　
　
　

障
害
者
控
除

平成23年１月１日現在大磯町に住んでいた。

平成22年中に課税対象となる
収入があった。（遺族年金、障
害年金等は非課税所得です）

平成23年１月１日現在お住まい
の市区町村で申告してください。

町内に住む人の税法上の扶養親族になっている。

下記の表に進んでください。

給与所得

あなたの収入の種類は？

平成22年中に勤務先を退職した。

給与以外に収入があった。 （所得金額の合計）－（各種控除の合
計額）で残額がある

勤務先で年末調整した、勤務先から町へ
給与支払報告書が提出されている。（勤
務先の給与担当者に確認してください。）

源泉徴収されていて、医療費控
除・寄付金控除・住宅借入金等
特別控除・雑損控除等を受ける。

源泉徴収されている。

町県民税の申告が必要

申告は不要 確定申告が必要

再就職して前職分を
含め、年末調整をした。

雑（年金）所得
（収入が給与と年金の方も含む）

不動産所得、
事業所得など

申告は不要 町県民税の申告が必要

※このフローチャートは全ての方が当てはまるものではありませんので、
　詳しくはお問い合わせください。

住宅借入金等特別控除（所得税）・各種譲渡所得・繰越損失・青色申告等の方は税務署会場での申告をお願いします。
※相続等に係る「生命保険契約等に基づく年金（所得税）」の手続き等の詳細は、税務署に電話でご確認ください。

◎
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

☎
内
線
２
５
１

　　　　　広報おおいそ　平成23年2月 6
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徴
収
税
額
に
は
、
社
会
保
険

料
や
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
、
障
害
者
控
除
、

寡
婦
（
夫
）
控
除
な
ど
の
各
種
控
除
は
反
映
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

各
種
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
各
種
申

告
が
必
要
で
す
。

申
告
期
間
は
、
2
月
16
日
（
水
）
〜
3
月
15
日
（
火
）

　

申
告
は
、
国
民
健
康
保
険
税
や
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
の
算
定
資
料

に
も
な
り
ま
す
。

　

申
告
資
料
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、
所
得

証
明
書
等
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

申告会場の案内

平塚駅ビル 6階ラスカホール
【配布・収受】8：30 ～ 17：00
【作成アドバイス】
9：00 ～ 17：00
1 月 24 日 ( 月 ) ～ 3 月 24 日 ( 木 )※土日、祝日除く
※2月 20 日 ( 日 )・2 月 27 日 ( 日 ) は開場
所得税の申告・納付期限は 3月 15 日 ( 火 ) です。
2月 15 日 ( 火 ) 以前は還付申告の方が対象です。

○申告書、印鑑
○源泉徴収票や各種控除の証明書 （医療費控除を受ける方は、領収書の合計額を計算して来てください。）
○前年の申告書の控え
○使い慣れた筆記用具、電卓
○還付金がある場合、申告者名義の口座番号がわかるもの

【①税理士会による無料相談会】
2月14日 (月 )、15日 (火）9：30～ 12：00、13：00～ 15：30
国府支所2階会議室　　　
2月16日 (水 )～ 18日 (金）
保健センター2階研修室　

【②上記以外の申告相談受付】
2月21日 (月 )～ 3月15日 (火 ) 9：00～ 11：45、13：00～ 16：00
役場 4階第1会議室（※土日除く）
※混雑状況により相談及び受付の締切を早めることがあります。　　 
　

※申告書の自書作成に、ご協力をお願いいたします。

《
町
県
民
税
申
告
と
確
定
申
告
》

《
申
告
の
受
付
・
相
談
》

すべての確定申告 町県民税申告、簡易な確定申告（申告書Ａ）

町が開設する申告会場税務署が開設する申告会場

受付日時
・場所

持ち物

申告内容

　

次
頁
掲
載
の
申
告
会
場
の
案
内
を
参
照
。

○
町
県
民
税
申
告
書

　

前
年
の
申
告
書
提
出
状
況
等
に
よ
り
申
告
が
必

要
と
思
わ
れ
る
方
へ
２
月
初
旬
に
送
付
し
ま
す
。

申
告
が
必
要
な
方
で
、
申
告
書
が
な
い
場
合
は
、

町
の
申
告
会
場
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
提
出
は
、

郵
送
で
も
受
付
し
ま
す
。（
控
え
が
必
要
な
方
は
、

切
手
貼
付
の
う
え
返
信
用
の
封
筒
を
同
封
）

○
確
定
申
告
書
の
配
布

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
か
、
税
務
署
や
町
の
申
告
会
場
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

○
確
定
申
告
書
は
、
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
簡

単
に
作
成
で
き
ま
す

　

画
面
案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
れ
ば
、

税
額
等
が
自
動
計
算
さ
れ
ま
す
。
簡
単
に
作
成
で

き
、
そ
の
申
告
書
を
印
刷
し
て
提
出
で
き
ま
す
。

・
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

　

http://w
w
w
.nta.go.jp

○
確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

　

確
定
申
告
に
関
す
る
相
談
に
お
答
え
す
る
電
話

窓
口
を
税
務
署
が
開
設
し
ま
す
。

・
期
間　

３
月
15
日
（
火
）
ま
で

・
相
談
内
容　

所
得
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
、

贈
与
税
、
相
談
会
場
に
つ
い
て
等

◎
問
い
合
わ
せ

・
確
定
申
告
に
つ
い
て　

　

平
塚
税
務
署
☎（
22
）
１
４
０
０

・
町
県
民
税
に
つ
い
て　

　

税
務
課
☎
内
線
２
５
３･

２
５
４

受
け
ら
れ
ま
す

確
定
申
告

控
除

で

が

寝
た
き
り
高
齢
者
等
に

　
　
　
　
　
　

障
害
者
控
除

平成23年１月１日現在大磯町に住んでいた。

平成22年中に課税対象となる
収入があった。（遺族年金、障
害年金等は非課税所得です）

平成23年１月１日現在お住まい
の市区町村で申告してください。

町内に住む人の税法上の扶養親族になっている。

下記の表に進んでください。

給与所得

あなたの収入の種類は？

平成22年中に勤務先を退職した。

給与以外に収入があった。 （所得金額の合計）－（各種控除の合
計額）で残額がある

勤務先で年末調整した、勤務先から町へ
給与支払報告書が提出されている。（勤
務先の給与担当者に確認してください。）

源泉徴収されていて、医療費控
除・寄付金控除・住宅借入金等
特別控除・雑損控除等を受ける。

源泉徴収されている。

町県民税の申告が必要

申告は不要 確定申告が必要

再就職して前職分を
含め、年末調整をした。

雑（年金）所得
（収入が給与と年金の方も含む）

不動産所得、
事業所得など

申告は不要 町県民税の申告が必要

※このフローチャートは全ての方が当てはまるものではありませんので、
　詳しくはお問い合わせください。

住宅借入金等特別控除（所得税）・各種譲渡所得・繰越損失・青色申告等の方は税務署会場での申告をお願いします。
※相続等に係る「生命保険契約等に基づく年金（所得税）」の手続き等の詳細は、税務署に電話でご確認ください。

◎
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

☎
内
線
２
５
１
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楊
谷
寺
谷
戸
横
穴
群

楊
谷
寺
谷
戸
横
穴
群

楊
谷
寺
谷
戸
横
穴
群

大磯の
文化財
大磯の
文化財 11

（
神
奈
川
県
指
定
史
跡
）

下水道作品
     コンクール

◎問い合わせ　子ども育成課　☎内線３３２

　

公
共
下
水
道
施
設
を
整
備
す
る
た

め
に
は
多
く
の
建
設
費
用
が
必
要
で

す
。
そ
の
費
用
は
国
や
県
の
補
助
金
、

借
入
金
並
び
に
町
税
な
ど
と
皆
さ
ん

に
負
担
し
て
い
た
だ
く
受
益
者
負
担

金
（
以
下
「
負
担
金
」）
に
よ
っ
て
ま

か
な
わ
れ
ま
す
。

　　

整
備
区
域
内
の
す
べ
て
の
土
地
が

対
象
と
な
り
、
そ
の
土
地
の
所
有
者

ま
た
は
権
利
者
が
受
益
者
で
す
。

　

対
象
区
域
内
に
所
有
す
る
土
地
ま

た
は
権
利
の
あ
る
土
地
の
面
積
に
単

位
負
担
金
額
（
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当

た
り
３
７
７
円
）
を
乗
じ
て
算
出
し

た
金
額
で
す
。

　

な
お
、
負
担
金
は
土
地
に
対
し
て

「
一
回
限
り
」
の
負
担
で
す
。

　

算
出
し
た
金
額
を
３
年
に
分
割
し
、

さ
ら
に
１
年
を
４
回
の
納
期
に
分
け

て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
一
括
で
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
も
で
き
ま
す
。
一
括
納
付
の
場

合
は
、
当
該
年
度
の
最
初
の
納
期
内

の
納
付
に
限
り
、
納
付
さ
れ
る
年
数
、

金
額
に
応
じ
て
一
括
納
付
報
奨
金
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

　

負
担
金
は
、
土
地
の
用
途
に
応
じ

て
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
の
状
況
や
受
益
者
の

事
情
に
よ
り
、
徴
収
を
猶
予
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
い
ず
れ

も
申
請
が
必
要
で
す
。　
　
　
　
　

　

土
地
の
売
買
な
ど
に
よ
り
、
負
担

金
を
納
付
す
る
受
益
者
を
変
更
す
る

場
合
は
、
旧
受
益
者
と
新
受
益
者
と

の
連
署
で
変
更
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　

届
出
が
な
い
場
合
は
、
そ
の
ま
ま

前
の
受
益
者
が
負
担
金
を
納
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

建
設
課

　

☎
内
線
２
１
４
・
２
２
４

　

町
で
は
、
下
水
道
の
現
状
と
課
題

の
整
理
を
行
い
、
今
後
の
下
水
道
事

業
の
中
長
期
的
な
基
本
方
針
や
整
備

目
標
等
を
定
め
、
概
ね
10
年
間
に
取

り
組
む
施
策
を
と
り
ま
と
め
た
「
大

磯
町
公
共
下
水
道
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

　

２
月
１
日
（
火
）
か
ら
２
月
21
日

（
月
）
ま
で

▼
閲
覧
場
所　

　

町
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
役
場
本
庁

舎
、
国
府
支
所
）、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
提
出
方
法
と
提
出
先　

　

持
参
（
土
・
日
曜
、
祝
日
は
除
く
）、

郵
送
、FAX
、電
子
メ
ー
ル
（gesuidou

　

@
tow
n.oiso.kanagaw

a.jp

）
で
、

建
設
課
あ
て
に
提
出
。

▼
そ
の
他　

　

意
見
書
の
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

住
所
、
氏
名
、「
大
磯
町
公
共
下
水

道
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
（
素
案
）」
に
関

す
る
意
見
で
あ
る
旨
を
明
記
。

　

提
出
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
町
の

考
え
方
を
整
理
し
た
上
で
公
表
し

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

☎
内
線
２
１
４

例えば、165㎡（約50坪）の
土地を所有している場合は
165㎡×377円＝62,200円
　　　（10円未満切り捨て）

受益者負担金の額は、

「
大
磯
町
公
共
下
水
道
中
期
ビ
ジ
ョ
ン（
素
案
）」
に

　
　
　
　
　
　
　
対
す
る
意
見
を
募
集

下
水
道
事
業
の

　
　
　
受
益
者
負
担
金
制
度
に

　
　
　
　
　
　
ご
理
解
と
ご
協
力
を

下
水
道
事
業
の

　
　
　
受
益
者
負
担
金
制
度
に

　
　
　
　
　
　
ご
理
解
と
ご
協
力
を

下
水
道
事
業
の

　
　
　
受
益
者
負
担
金
制
度
に

　
　
　
　
　
　
ご
理
解
と
ご
協
力
を

１㎡当たり
３７７円です。

負
担
金
を
納
め
る
受
益
者
と
は
？

負
担
金
の
額
は
？

負
担
金
の
納
付
方
法
は
？

負
担
金
の
減
免
と
徴
収
猶
予
は
？

受
益
者
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
？

今
日
か
ら
始
め
よ
う

ご
み
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
通
信
④

!!

今
日
か
ら
始
め
よ
う

ご
み
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
通
信
④

!!

今
日
か
ら
始
め
よ
う

ご
み
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
通
信
④

!!

　

前
回
に
引
き
続
き
、『
ご
み
箱
に
入

れ
る
前
の
ひ
と
工
夫
』
を
テ
ー
マ
に
、

今
回
は
、「
み
か
ん
の
皮
」
を
取
り
上

げ
て
み
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
家
庭
で
は
「
み
か
ん
の

皮
」
を
「
そ
の
ま
ま
」
ご
み
に
出
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

以
前
に
紹
介
し
ま
し
た
が
、
み
か

ん
の
皮
も
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
で
約
３

分
の
１
に
減
量
化
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
更
に
、
も
う
ひ
と
工
夫
す
る

と
こ
ん
な
使
い
方
も
で
き
ま
す
。

☆
ふ
き
掃
除
の
洗
剤
と
し
て
☆

①
お
鍋
に
水
を
約
４
０
０
cc
入
れ
、

沸
騰
さ
せ
ま
す
。

②
沸
騰
し
た
お
湯
に
干
し
た
み
か
ん

の
皮
を
４
〜
５
個
分
入
れ
て
、
約

10
分
煮
出
し
ま
す
。

③
煮
出
し
た
煮
汁
を
冷
や
せ
ば
完
成
。

　

冷
や
し
た
煮
汁
を
霧
吹
き
な
ど
に

入
れ
て
、
乾
い
た
布
に
吹
き
か
け
、

床
や
家
具
を
研
け
ば
ピ
カ
ピ
カ

に
！
（
霧
吹
き
に
入
れ
る
場
合
は
、

よ
く
こ
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

床
を
拭
い
た
と
き
は
、
滑
り
や
す
く

な
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

環
境
経
済
課　

☎
内
線
３
５
９

　

横
穴
墓
と
は
古
墳
の
一
種
で
あ
り
、

崖
面
を
穿
っ
て
造
ら
れ
ま
す
。

　

大
磯
丘
陵
は
、
全
国
屈
指
の
横
穴

墓
の
密
集
地
域
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
大
磯
駅
の
北
側
の
山
中
に

位
置
す
る
当
地
は
特
に
濃
密
な
分
布

地
区
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

本
横
穴
墓
群
は
古
く
か
ら
存
在
が

知
ら
れ
て
お
り
、
早
く
も
明
治
期
に

は
当
時
の
研
究
者
に
よ
る
本
格
的
な

調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
横
穴
墓
群
は
古
墳
時
代
後
期
に

属
し
、
二
七
基
の
存
在
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
内
部
構
造
は
天
井
が
屋
根

形
を
呈
す
る
家
形
横
穴
墓
や
、
通
常

の
横
穴
墓
の
奥
に
棺
室
を
設
け
た
棺

室
横
穴
墓
な
ど
多
様
な
形
態
が
み
ら

れ
、
横
穴
墓
の
形
態
変
遷
を
考
え
る

上
で
、
基
準
と
な
る
重
要
な
横
穴
墓

群
で
す
。
研
究
史
上
最
も
著
名
で
あ

り
、
大
磯
丘
陵
を
代
表
す
る
横
穴
墓

群
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
41
（
１

９
６
６
）
年
７
月
19
日
に
神
奈
川
県

指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

☎
内
線
３
２
３

◎
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課　

　

吉
田　

☎
内
線
３
１
０

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

女
性
の
が
ん
　
乳
が
ん
・

子
宮
が
ん
に
つ
い
て
知
ろ
う

　

近
ご
ろ
、
20
代
か
ら
30
代
の
子
宮
が

ん
と
40
代
後
半
の
乳
が
ん
が
増
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
が
ん
は
比
較
的
簡
単

な
検
査
で
早
期
発
見
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す

る
ワ
ク
チ
ン
も
接
種
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

乳
が
ん
は
ど
ん
な
病
気
？

　

母
乳
を
つ
く
る
乳
腺
に
で
き
る
が
ん

で
す
。
し
こ
り
と
し
て
触
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
自
分
で
発
見
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

子
宮
が
ん
は
ど
ん
な
病
気
？

　

子
宮
が
ん
は
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
マ
ウ
イ
ル

ス
が
原
因
で
、
性
交
渉
に
よ
り
感
染
し

ま
す
。
頸
部
（
子
宮
の
入
り
口
）
に
で

き
る
も
の
が
、
全
体
の
７
割
以
上
を
占

め
て
い
ま
す
。

２
年
に
一
度
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
は
、
が
ん
の
成

長
が
遅
い
た
め
、
２
年
に
１
度
の
受
診

で
の
発
見
効
果
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

　

乳
が
ん
検
診
で
は
、
し
こ
り
に
触
れ

る
視
触
診
、
年
齢
に
応
じ
て
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
に
よ
り
が
ん
を
発
見
し
ま
す
。

子
宮
が
ん
検
診
で
は
、
綿
棒
な
ど
で
頸

部
の
細
胞
を
採
取
し
、
顕
微
鏡
に
よ
り

が
ん
を
発
見
し
ま
す
。

受
診
す
る
と
き
の
注
意

　

乳
が
ん
検
診
は
、
出
産
後
、
授
乳
が

終
了
し
て
か
ら
６
か
月
以
上
経
過
し
て

か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

子
宮
が
ん
検
診
で
は
、
生
理
中
な
ど

は
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
妊
娠
中
に
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
検

診
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、
忘

れ
な
い
よ
う
に
、
定
期
的
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

も
し
、
違
和
感
が
あ
っ
た
ら

　

乳
房
の
し
こ
り
や
、
ひ
き
つ
れ
感
な

ど
は
、
乳
腺
外
来
の
あ
る
病
院
へ
、
不

正
出
血
、
お
り
も
の
異
常
な
ど
で
は
、

婦
人
科
の
あ
る
病
院
を
受
診
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。　
　

　

検
診
は
、
な
に
も
症
状
の
な
い
時
に

早
期
発
見
の
た
め
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
は
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き

ま
す

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
唯
一
予
防
で
き
る

が
ん
で
す
。
町
で
は
子
ど
も
た
ち
の
未

来
の
た
め
に
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

の
無
料
接
種
を
始
め
ま
す
。
詳
し
く
は
、

２
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
、
ご
家
庭
で
実

践
し
て
い
る
取
組
み
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。
ご
み
に
関
す
る
疑
問

や
質
問
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

ご
み
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
策
を
教
え
て

く
だ
さ
い

　

県
内
の
小
学
校
４
年
生
を
対
象
に

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
、
㈶
神
奈
川
県

下
水
道
公
社
主
催
の
下
水
道
作
品
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
応
募
総
数
４
，

６
３
１
点
（
町
内
小
学
校
か
ら
２
９

１
点
の
応
募
）
の
中
か
ら
、
次
の
３

名
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

入
賞
作
品
は
、

相
模
川
流
域
下

水
道
右
岸
処
理

場
（
四
之
宮
管

理
セ
ン
タ
ー
）

に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

▼
作
文
の
部

　

入
賞　

近
藤　

汐
莉　
（
大
磯
小
）

▼
書
道
の
部

　

優
秀
賞　

布
川　

彩　
（
大
磯
小
）

　　

入
賞　

加
藤 

優
里
菜　
（
国
府
小
）

◎
問
い
合
わ
せ　

建
設
課

　

☎
内
線
２
１
４
・
２
２
４

下水道作品
     コンクール
下水道作品
     コンクール

▲楊谷寺谷戸横穴群

178

3名が入賞

　　　　　広報おおいそ　平成23年2月 8



楊
谷
寺
谷
戸
横
穴
群

楊
谷
寺
谷
戸
横
穴
群

楊
谷
寺
谷
戸
横
穴
群

大磯の
文化財
大磯の
文化財 11

（
神
奈
川
県
指
定
史
跡
）

下水道作品
     コンクール

◎問い合わせ　子ども育成課　☎内線３３２

　

公
共
下
水
道
施
設
を
整
備
す
る
た

め
に
は
多
く
の
建
設
費
用
が
必
要
で

す
。
そ
の
費
用
は
国
や
県
の
補
助
金
、

借
入
金
並
び
に
町
税
な
ど
と
皆
さ
ん

に
負
担
し
て
い
た
だ
く
受
益
者
負
担

金
（
以
下
「
負
担
金
」）
に
よ
っ
て
ま

か
な
わ
れ
ま
す
。

　　

整
備
区
域
内
の
す
べ
て
の
土
地
が

対
象
と
な
り
、
そ
の
土
地
の
所
有
者

ま
た
は
権
利
者
が
受
益
者
で
す
。

　

対
象
区
域
内
に
所
有
す
る
土
地
ま

た
は
権
利
の
あ
る
土
地
の
面
積
に
単

位
負
担
金
額
（
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当

た
り
３
７
７
円
）
を
乗
じ
て
算
出
し

た
金
額
で
す
。

　

な
お
、
負
担
金
は
土
地
に
対
し
て

「
一
回
限
り
」
の
負
担
で
す
。

　

算
出
し
た
金
額
を
３
年
に
分
割
し
、

さ
ら
に
１
年
を
４
回
の
納
期
に
分
け

て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
一
括
で
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
も
で
き
ま
す
。
一
括
納
付
の
場

合
は
、
当
該
年
度
の
最
初
の
納
期
内

の
納
付
に
限
り
、
納
付
さ
れ
る
年
数
、

金
額
に
応
じ
て
一
括
納
付
報
奨
金
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

　

負
担
金
は
、
土
地
の
用
途
に
応
じ

て
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
土
地
の
状
況
や
受
益
者
の

事
情
に
よ
り
、
徴
収
を
猶
予
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
い
ず
れ

も
申
請
が
必
要
で
す
。　
　
　
　
　

　

土
地
の
売
買
な
ど
に
よ
り
、
負
担

金
を
納
付
す
る
受
益
者
を
変
更
す
る

場
合
は
、
旧
受
益
者
と
新
受
益
者
と

の
連
署
で
変
更
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　

届
出
が
な
い
場
合
は
、
そ
の
ま
ま

前
の
受
益
者
が
負
担
金
を
納
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

建
設
課

　

☎
内
線
２
１
４
・
２
２
４

　

町
で
は
、
下
水
道
の
現
状
と
課
題

の
整
理
を
行
い
、
今
後
の
下
水
道
事

業
の
中
長
期
的
な
基
本
方
針
や
整
備

目
標
等
を
定
め
、
概
ね
10
年
間
に
取

り
組
む
施
策
を
と
り
ま
と
め
た
「
大

磯
町
公
共
下
水
道
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

　

２
月
１
日
（
火
）
か
ら
２
月
21
日

（
月
）
ま
で

▼
閲
覧
場
所　

　

町
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
役
場
本
庁

舎
、
国
府
支
所
）、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
提
出
方
法
と
提
出
先　

　

持
参
（
土
・
日
曜
、
祝
日
は
除
く
）、

郵
送
、FAX
、電
子
メ
ー
ル
（gesuidou

　

@
tow
n.oiso.kanagaw

a.jp

）
で
、

建
設
課
あ
て
に
提
出
。

▼
そ
の
他　

　

意
見
書
の
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

住
所
、
氏
名
、「
大
磯
町
公
共
下
水

道
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
（
素
案
）」
に
関

す
る
意
見
で
あ
る
旨
を
明
記
。

　

提
出
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
町
の

考
え
方
を
整
理
し
た
上
で
公
表
し

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

☎
内
線
２
１
４

例えば、165㎡（約50坪）の
土地を所有している場合は
165㎡×377円＝62,200円
　　　（10円未満切り捨て）

受益者負担金の額は、

「
大
磯
町
公
共
下
水
道
中
期
ビ
ジ
ョ
ン（
素
案
）」
に

　
　
　
　
　
　
　
対
す
る
意
見
を
募
集

下
水
道
事
業
の

　
　
　
受
益
者
負
担
金
制
度
に

　
　
　
　
　
　
ご
理
解
と
ご
協
力
を

下
水
道
事
業
の

　
　
　
受
益
者
負
担
金
制
度
に

　
　
　
　
　
　
ご
理
解
と
ご
協
力
を

下
水
道
事
業
の

　
　
　
受
益
者
負
担
金
制
度
に

　
　
　
　
　
　
ご
理
解
と
ご
協
力
を

１㎡当たり
３７７円です。

負
担
金
を
納
め
る
受
益
者
と
は
？

負
担
金
の
額
は
？

負
担
金
の
納
付
方
法
は
？

負
担
金
の
減
免
と
徴
収
猶
予
は
？

受
益
者
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
？

今
日
か
ら
始
め
よ
う

ご
み
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
通
信
④

!!

今
日
か
ら
始
め
よ
う

ご
み
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
通
信
④

!!

今
日
か
ら
始
め
よ
う

ご
み
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
通
信
④

!!

　

前
回
に
引
き
続
き
、『
ご
み
箱
に
入

れ
る
前
の
ひ
と
工
夫
』
を
テ
ー
マ
に
、

今
回
は
、「
み
か
ん
の
皮
」
を
取
り
上

げ
て
み
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
家
庭
で
は
「
み
か
ん
の

皮
」
を
「
そ
の
ま
ま
」
ご
み
に
出
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

以
前
に
紹
介
し
ま
し
た
が
、
み
か

ん
の
皮
も
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
で
約
３

分
の
１
に
減
量
化
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
更
に
、
も
う
ひ
と
工
夫
す
る

と
こ
ん
な
使
い
方
も
で
き
ま
す
。

☆
ふ
き
掃
除
の
洗
剤
と
し
て
☆

①
お
鍋
に
水
を
約
４
０
０
cc
入
れ
、

沸
騰
さ
せ
ま
す
。

②
沸
騰
し
た
お
湯
に
干
し
た
み
か
ん

の
皮
を
４
〜
５
個
分
入
れ
て
、
約

10
分
煮
出
し
ま
す
。

③
煮
出
し
た
煮
汁
を
冷
や
せ
ば
完
成
。

　

冷
や
し
た
煮
汁
を
霧
吹
き
な
ど
に

入
れ
て
、
乾
い
た
布
に
吹
き
か
け
、

床
や
家
具
を
研
け
ば
ピ
カ
ピ
カ

に
！
（
霧
吹
き
に
入
れ
る
場
合
は
、

よ
く
こ
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

床
を
拭
い
た
と
き
は
、
滑
り
や
す
く

な
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

環
境
経
済
課　

☎
内
線
３
５
９

　

横
穴
墓
と
は
古
墳
の
一
種
で
あ
り
、

崖
面
を
穿
っ
て
造
ら
れ
ま
す
。

　

大
磯
丘
陵
は
、
全
国
屈
指
の
横
穴

墓
の
密
集
地
域
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
大
磯
駅
の
北
側
の
山
中
に

位
置
す
る
当
地
は
特
に
濃
密
な
分
布

地
区
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

本
横
穴
墓
群
は
古
く
か
ら
存
在
が

知
ら
れ
て
お
り
、
早
く
も
明
治
期
に

は
当
時
の
研
究
者
に
よ
る
本
格
的
な

調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
横
穴
墓
群
は
古
墳
時
代
後
期
に

属
し
、
二
七
基
の
存
在
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
内
部
構
造
は
天
井
が
屋
根

形
を
呈
す
る
家
形
横
穴
墓
や
、
通
常

の
横
穴
墓
の
奥
に
棺
室
を
設
け
た
棺

室
横
穴
墓
な
ど
多
様
な
形
態
が
み
ら

れ
、
横
穴
墓
の
形
態
変
遷
を
考
え
る

上
で
、
基
準
と
な
る
重
要
な
横
穴
墓

群
で
す
。
研
究
史
上
最
も
著
名
で
あ

り
、
大
磯
丘
陵
を
代
表
す
る
横
穴
墓

群
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
41
（
１

９
６
６
）
年
７
月
19
日
に
神
奈
川
県

指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

☎
内
線
３
２
３

◎
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課　

　

吉
田　

☎
内
線
３
１
０

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

女
性
の
が
ん
　
乳
が
ん
・

子
宮
が
ん
に
つ
い
て
知
ろ
う

　

近
ご
ろ
、
20
代
か
ら
30
代
の
子
宮
が

ん
と
40
代
後
半
の
乳
が
ん
が
増
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
が
ん
は
比
較
的
簡
単

な
検
査
で
早
期
発
見
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す

る
ワ
ク
チ
ン
も
接
種
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

乳
が
ん
は
ど
ん
な
病
気
？

　

母
乳
を
つ
く
る
乳
腺
に
で
き
る
が
ん

で
す
。
し
こ
り
と
し
て
触
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
自
分
で
発
見
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

子
宮
が
ん
は
ど
ん
な
病
気
？

　

子
宮
が
ん
は
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
マ
ウ
イ
ル

ス
が
原
因
で
、
性
交
渉
に
よ
り
感
染
し

ま
す
。
頸
部
（
子
宮
の
入
り
口
）
に
で

き
る
も
の
が
、
全
体
の
７
割
以
上
を
占

め
て
い
ま
す
。

２
年
に
一
度
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
は
、
が
ん
の
成

長
が
遅
い
た
め
、
２
年
に
１
度
の
受
診

で
の
発
見
効
果
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

　

乳
が
ん
検
診
で
は
、
し
こ
り
に
触
れ

る
視
触
診
、
年
齢
に
応
じ
て
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
に
よ
り
が
ん
を
発
見
し
ま
す
。

子
宮
が
ん
検
診
で
は
、
綿
棒
な
ど
で
頸

部
の
細
胞
を
採
取
し
、
顕
微
鏡
に
よ
り

が
ん
を
発
見
し
ま
す
。

受
診
す
る
と
き
の
注
意

　

乳
が
ん
検
診
は
、
出
産
後
、
授
乳
が

終
了
し
て
か
ら
６
か
月
以
上
経
過
し
て

か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

子
宮
が
ん
検
診
で
は
、
生
理
中
な
ど

は
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
妊
娠
中
に
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
検

診
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、
忘

れ
な
い
よ
う
に
、
定
期
的
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

も
し
、
違
和
感
が
あ
っ
た
ら

　

乳
房
の
し
こ
り
や
、
ひ
き
つ
れ
感
な

ど
は
、
乳
腺
外
来
の
あ
る
病
院
へ
、
不

正
出
血
、
お
り
も
の
異
常
な
ど
で
は
、

婦
人
科
の
あ
る
病
院
を
受
診
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。　
　

　

検
診
は
、
な
に
も
症
状
の
な
い
時
に

早
期
発
見
の
た
め
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
は
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き

ま
す

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
唯
一
予
防
で
き
る

が
ん
で
す
。
町
で
は
子
ど
も
た
ち
の
未

来
の
た
め
に
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

の
無
料
接
種
を
始
め
ま
す
。
詳
し
く
は
、

２
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
、
ご
家
庭
で
実

践
し
て
い
る
取
組
み
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。
ご
み
に
関
す
る
疑
問

や
質
問
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

ご
み
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
策
を
教
え
て

く
だ
さ
い

　

県
内
の
小
学
校
４
年
生
を
対
象
に

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
、
㈶
神
奈
川
県

下
水
道
公
社
主
催
の
下
水
道
作
品
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
応
募
総
数
４
，

６
３
１
点
（
町
内
小
学
校
か
ら
２
９

１
点
の
応
募
）
の
中
か
ら
、
次
の
３

名
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

入
賞
作
品
は
、

相
模
川
流
域
下

水
道
右
岸
処
理

場
（
四
之
宮
管

理
セ
ン
タ
ー
）

に
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

▼
作
文
の
部

　

入
賞　

近
藤　

汐
莉　
（
大
磯
小
）

▼
書
道
の
部

　

優
秀
賞　

布
川　

彩　
（
大
磯
小
）

　　

入
賞　

加
藤 

優
里
菜　
（
国
府
小
）

◎
問
い
合
わ
せ　

建
設
課

　

☎
内
線
２
１
４
・
２
２
４

下水道作品
     コンクール
下水道作品
     コンクール

▲楊谷寺谷戸横穴群
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3名が入賞
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▲中﨑町長（右）を表敬訪問する
　河住さん（中）

NO.81

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

◎問い合わせ　都市計画課　☎内線243

12 月 7日現在、総額 46,615,302 円の寄附をいただきました。ご協力ありがとうございました。
（寄附受付順、敬称略）

氏名（名称） 寄附金額住所（所在地）

眞橋　留美
南　　貴紘
小谷村村長　小林　三郎
原田　亮一
細川　　実
結城　義正
「杉本」のお客様
株式会社　LAPI
大磯ロータリークラブ

東京都江戸川区
横浜市
長野県小谷村
熊本県八代市
北海道羽幌町
大磯町
大磯町
大磯町
大磯町

¥10,000 
¥1,000 

※※※※※
¥10,000 
¥1,500 
¥10,000
￥6,002
¥2,600 
¥20,000  

氏名（名称） 寄附金額住所（所在地）

匿名
匿名

※※※※※※
※※※※※※

¥10,000 
¥10,000 

日
英
同
盟
の
復
活
を
目
指
し
て

旧吉田茂邸再建基金寄附者一覧⑰ (11件:11月17日～12月7日)

旧
吉
田
茂
邸
再
建
に
向
け
て

連
載
シ
リ
ー
ズ

大
磯
の
賢
人

　吉
田

　茂

17

　
昭
和
12
年
１
月
広
田
内
閣
が
総
辞
職

す
る
と
、
宇
垣
一
成
に
組
閣
の
大
命
が

下
り
ま
す
が
、
陸
軍
の
反
対
で
陸
相
を

得
ら
れ
ず
組
閣
を
断
念
、
２
月
、
陸
軍

の
推
す
林
銑
十
郎
が
組
閣
し
ま
す
。

　
日
本
国
内
で
軍
部
に
よ
る
政
治
的
発

言
力
が
更
に
増
大
す
る
中
、
ロ
ン
ド
ン

で
は
駐
英
大
使
の
吉
田
が
、
日
英
国
交

調
整
に
向
け
て
奔
走
し
て
い
ま
し
た
。

　
過
去
に
二
度
の
ロ
ン
ド
ン

在
勤
経
験
を
持
つ
吉
田
は
、

豊
富
な
人
脈
を
活
か
し
、
ア

ン
ソ
ニ
ー
・
イ
ー
デ
ン
外
相

や
ウ
ォ
レ
ン
・
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
大
蔵
次
官
、
ネ
ヴ
ィ

ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
蔵
相
な

ど
、
英
国
政
府
の
要
人
に
接

近
し
英
国
と
の
調
整
交
渉
を

試
み
ま
し
た
。
中
で
も
、
昭

和
12
年
５
月
首
相
に
就
任
し

た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
は
旧
知

の
仲
で
あ
り
、
個
人
的
な
食

事
会
に
何
度
も
招
待
さ
れ
る

な
ど
、
親
し
い
間
柄
で
も
あ

り
ま
し
た
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン

は
、
ド
イ
ツ
に
対
し
て
宥
和

政
策
を
と
っ
た
こ
と
で
知
ら

れ
ま
す
が
、
吉
田
は
「
そ
の

意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
飽
く

ま
で
も
平
和
を
求
め
る
に
あ
り
、
今
後
国

際
政
治
及
び
外
交
の
局
に
当
る
者
と
し
て

は
、多
く
の
教
訓
を
汲
み
と
る
べ
き
」（『
回

想
十
年
』
第
四
巻
）
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
戦
争
回
避
の
た
め
、
日
本
に
対
し
て
も

宥
和
と
妥
協
の
姿
勢
を
と
る
チ
ェ
ン
バ
レ

ン
が
吉
田
に
好
意
を
抱
い
て
い
た
の
は
、

吉
田
が
皇
室
と
繋
が
り
を
持
つ
国
際
協
調

路
線
の
牧
野
伸
顕
の
娘
婿
で
あ
る
こ
と
も

関
係
し
て
い
ま
し
た
。チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、

吉
田
と
会
談
を
重
ね
、
そ
し
て
、
自
身
の

信
頼
の
厚
い
親
日
家
ロ
バ
ー
ト
・
ク
レ

イ
ギ
ー
を
駐
日
イ
ギ
リ
ス
大
使
に
任
命

す
る
な
ど
、
日
本
の
動
向
を
重
要
視
し
、

日
英
関
係
の
維
持
に
努
め
た
の
で
す
。

　
吉
田
は
、
日
中
両
国
間
の
紛
争
問
題
の

解
決
は
、
日
英
協
力
な
く
し
て
実
現
し
な

い
と
考
え
、日
英
同
盟
の
実
現
を
目
指
し
、

自
身
の
構
想
に
基
づ
く
外
交
政
策
を
提
案

し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
林
内
閣
が
僅
か
４
ヶ
月
の
短

命
に
終
わ
り
、
そ
の
後
近
衛
文
麿
が
組
閣

し
ま
し
た
が
、
直
後
の
７
月
、
盧
溝
橋
事

件
が
起
こ
り
、
や
が
て
日
中
戦
争
へ
と
発

展
し
ま
す
。

　
英
国
の
み
な
ら
ず
国
際
的
に
も
日
本
へ

の
風
当
た
り
が
強
く
な
る
中
、
昭
和
13
年

９
月
吉
田
に
帰
朝
命
令
が
出
さ
れ
、
後
ろ

髪
を
引
か
れ
な
が
ら
も
11
月
に
帰
国
、
そ

し
て
翌
年
３
月
退
官
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
の
外
交
進
路
は
「
米
英
両
国
と
の

親
善
を
中
軸
と
し
て
、
広
く
自
由
主
義
諸

国
、
特
に
地
理
的
に
も
経
済
的
に
も
日
本

に
近
接
す
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
関
係

を
進
め
て
ゆ
く
べ
き
」『
回
想
十
年
』
第

一
巻
）
だ
と
考
え
、
日
英
関
係
修
復
に
尽

力
し
た
吉
田
の
信
条
は
、
戦
後
の
政
策
に

こ
そ
濃
く
反
映
さ
れ
た
の
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
郷
土
資
料
館
　
学
芸
員
　
曽
根
田
　

　
☎（
61
）
４
７
０
０

▲1937 年、駐英大使時代の吉田茂と娘の和子氏
（写真提供 /（財）吉田茂国際基金、吉岡氏）

　
12
月
22
日（
水
）に
六
所
神
社
で「
と

り
の
市
」
が
あ
り
ま
し
た
。
お
正
月

も
近
い
の
で
、
だ
る
ま
な
ど
を
買
っ

て
い
く
人
が
い
ま
し
た
。
最
近
は
地

域
の
市
で
季
節
物
を
買
っ
て
い
く
人

は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
だ
る
ま
を
買
う
と
き
も
ス
ー
パ
ー

な
ど
で
は
間
接
的
だ
け
で
、
市
は
直

接
作
っ
た
人
と
の
会
話
も
で
き
ま
す
。

　
買
う
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
に
密

着
し
た
会
話
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

と
り
の
市

こ
ど
も
記
者
を
大
募
集

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
い
っ
し
ょ
に

手
伝
っ
て
く
れ
る
小
・
中
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
政
策
課
　
☎
内
線
２
０
７

　
町
内
在
住
の
河
住
　
靖
則
さ
ん

が
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
独
立
行
政
法
人
　
国

際
協
力
機
構
）
の
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
昨
年
12
月
27
日
（
月
）
に

町
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
河
住
さ
ん
は
、
今
年
１
月
か
ら
２

年
間
の
予
定
で
南
ア
フ
リ
カ
の
ウ
ガ

ン
ダ
共
和
国
に
派
遣
さ
れ
ま
す
。
派

遣
期
間
中
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

生
か
し
、
現
地
の
マ
ケ
レ
レ
大
学
で

日
本
語
教
育
を
行
う
ほ
か
、
日
本
語

教
育
を
効
果
的
に
行
え
る
環
境
づ
く

り
に
も
参
加
す
る
予
定
で
す
。
健
康

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣

に
留
意
さ
れ
、
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

祈
念
し
ま
す
。

か
わ  

ず
み        

や
す
の
り

◎
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
　
☎
内
線
２
１
１

　
地
域
交
流
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

（
内
海
　
七
夕
美
）

　
趣
味
で
農
業
を
や
り
た
い
方
、
安

全
安
心
な
野
菜
を
作
り
た
い
方
は
、

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格

①
本
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

②
年
間
を
と
お
し
て
農
園
作
業
に
従

事
で
き
、
適
正
に
区
画
を
管
理
で

き
る
方
。

③
現
在
、
市
民
農
園
を
利
用
し
て
い

な
い
方
（
３
月
31
日
で
利
用
期
間

が
切
れ
る
方
は
応
募
で
き
ま
す
。）

④
１
世
帯
１
区
画
の
み
。

▼
募
集
農
園
名
と
区
画
数

　
西
小
磯
東
小
磯
境
農
園
　
28
区
画

　
西
小
磯
木
ノ
川
農
園
　
　
27
区
画

　
西
小
磯
西
中
道
農
園
　
　
53
区
画

▼
利
用
面
積

　
１
区
画
の
面
積
は
約
20
㎡

▼
利
用
料

　
１
区
画
年
額
　
１
，０
０
０
円

▼
利
用
開
始
予
定
　

　
４
月
中
旬

▼
募
集
期
間

　
２
月
10
日
（
木
）
〜
２
月
28
日
（
月
）

▼
応
募
方
法

　
所
定
の
申
込
書
に
、
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
環
境
経
済
課
又
は
、

国
府
支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
３

月
19
日
（
土
）
抽
選
会
を
開
催
。
抽

選
会
の
有
無
は
３
月
10
日
（
木
）
ま
で

に
通
知
し
ま
す
。

※

申
込
書
は
、
環
境
経
済
課
窓
口
の

ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※

農
園
の
詳
細
な
場
所
は
窓
口
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
環
境
経
済
課
　
☎
内
線
２
６
３

市
民
農
園
利
用
者
を
募
集

み
な
さ
ん
で
野
菜
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

大磯
駅

西小磯
木ノ川農園

西小磯
東小磯境農園

西小磯
西中道農園

大磯中学校

城山トンネル

白岩
神社

城山公園

県立
おおいそ学園

大磯警察署

　
さ
ら
な
る
幼
児
教
育
や
子
育
て
支

援
の
向
上
を
図
る
た
め
、
町
立
小
磯

幼
稚
園
の
場
所
に
大
磯
町
「
私
立
幼

稚
園
設
置
者
・
運
営
者
」
募
集
要
領

に
基
づ
き
私
立
幼
稚
園
の
運
営
を
希

望
す
る
学
校
法
人
を
募
集
し
、「
大
磯

町
民
間
幼
稚
園
選
考
委
員
会
」
に
お

い
て
選
考
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
次

の
学
校
法
人
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
保
護
者
等
を
交
え
た
運
営

委
員
会
を
設
置
し
、
平
成
24
年
４
月

に
開
園
す
る
に
あ
た
っ
て
の
協
議
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
選
考
決
定
し
た
学
校
法
人
】

●
法
人
名
　
学
校
法
人
　
小
磯
学
園

●
法
人
所
在
地

　
相
模
原
市
中
央
区
東
淵
野
辺
４

　
23
　
20

●
代
表
　
理
事
長
　
小
磯
　
信
一

◎
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
室
　
☎
内
線
３
１
７

私立幼稚園の
設置者・運営事業者の
学校法人が決定　

私立幼稚園の
設置者・運営事業者の
学校法人が決定　！！！！

▲現存する吉田茂の銅像

　　　　　広報おおいそ　平成23年2月 10



▲中﨑町長（右）を表敬訪問する
　河住さん（中）

NO.81

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

◎問い合わせ　都市計画課　☎内線243

12 月 7日現在、総額 46,615,302 円の寄附をいただきました。ご協力ありがとうございました。
（寄附受付順、敬称略）

氏名（名称） 寄附金額住所（所在地）

眞橋　留美
南　　貴紘
小谷村村長　小林　三郎
原田　亮一
細川　　実
結城　義正
「杉本」のお客様
株式会社　LAPI
大磯ロータリークラブ

東京都江戸川区
横浜市
長野県小谷村
熊本県八代市
北海道羽幌町
大磯町
大磯町
大磯町
大磯町

¥10,000 
¥1,000 

※※※※※
¥10,000 
¥1,500 
¥10,000
￥6,002
¥2,600 
¥20,000  

氏名（名称） 寄附金額住所（所在地）

匿名
匿名

※※※※※※
※※※※※※

¥10,000 
¥10,000 

日
英
同
盟
の
復
活
を
目
指
し
て

旧吉田茂邸再建基金寄附者一覧⑰ (11件:11月17日～12月7日)

旧
吉
田
茂
邸
再
建
に
向
け
て

連
載
シ
リ
ー
ズ

大
磯
の
賢
人

　吉
田

　茂

17

　
昭
和
12
年
１
月
広
田
内
閣
が
総
辞
職

す
る
と
、
宇
垣
一
成
に
組
閣
の
大
命
が

下
り
ま
す
が
、
陸
軍
の
反
対
で
陸
相
を

得
ら
れ
ず
組
閣
を
断
念
、
２
月
、
陸
軍

の
推
す
林
銑
十
郎
が
組
閣
し
ま
す
。

　
日
本
国
内
で
軍
部
に
よ
る
政
治
的
発

言
力
が
更
に
増
大
す
る
中
、
ロ
ン
ド
ン

で
は
駐
英
大
使
の
吉
田
が
、
日
英
国
交

調
整
に
向
け
て
奔
走
し
て
い
ま
し
た
。

　
過
去
に
二
度
の
ロ
ン
ド
ン

在
勤
経
験
を
持
つ
吉
田
は
、

豊
富
な
人
脈
を
活
か
し
、
ア

ン
ソ
ニ
ー
・
イ
ー
デ
ン
外
相

や
ウ
ォ
レ
ン
・
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
大
蔵
次
官
、
ネ
ヴ
ィ

ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
蔵
相
な

ど
、
英
国
政
府
の
要
人
に
接

近
し
英
国
と
の
調
整
交
渉
を

試
み
ま
し
た
。
中
で
も
、
昭

和
12
年
５
月
首
相
に
就
任
し

た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
は
旧
知

の
仲
で
あ
り
、
個
人
的
な
食

事
会
に
何
度
も
招
待
さ
れ
る

な
ど
、
親
し
い
間
柄
で
も
あ

り
ま
し
た
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン

は
、
ド
イ
ツ
に
対
し
て
宥
和

政
策
を
と
っ
た
こ
と
で
知
ら

れ
ま
す
が
、
吉
田
は
「
そ
の

意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
飽
く

ま
で
も
平
和
を
求
め
る
に
あ
り
、
今
後
国

際
政
治
及
び
外
交
の
局
に
当
る
者
と
し
て

は
、多
く
の
教
訓
を
汲
み
と
る
べ
き
」（『
回

想
十
年
』
第
四
巻
）
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
戦
争
回
避
の
た
め
、
日
本
に
対
し
て
も

宥
和
と
妥
協
の
姿
勢
を
と
る
チ
ェ
ン
バ
レ

ン
が
吉
田
に
好
意
を
抱
い
て
い
た
の
は
、

吉
田
が
皇
室
と
繋
が
り
を
持
つ
国
際
協
調

路
線
の
牧
野
伸
顕
の
娘
婿
で
あ
る
こ
と
も

関
係
し
て
い
ま
し
た
。チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、

吉
田
と
会
談
を
重
ね
、
そ
し
て
、
自
身
の

信
頼
の
厚
い
親
日
家
ロ
バ
ー
ト
・
ク
レ

イ
ギ
ー
を
駐
日
イ
ギ
リ
ス
大
使
に
任
命

す
る
な
ど
、
日
本
の
動
向
を
重
要
視
し
、

日
英
関
係
の
維
持
に
努
め
た
の
で
す
。

　
吉
田
は
、
日
中
両
国
間
の
紛
争
問
題
の

解
決
は
、
日
英
協
力
な
く
し
て
実
現
し
な

い
と
考
え
、日
英
同
盟
の
実
現
を
目
指
し
、

自
身
の
構
想
に
基
づ
く
外
交
政
策
を
提
案

し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
林
内
閣
が
僅
か
４
ヶ
月
の
短

命
に
終
わ
り
、
そ
の
後
近
衛
文
麿
が
組
閣

し
ま
し
た
が
、
直
後
の
７
月
、
盧
溝
橋
事

件
が
起
こ
り
、
や
が
て
日
中
戦
争
へ
と
発

展
し
ま
す
。

　
英
国
の
み
な
ら
ず
国
際
的
に
も
日
本
へ

の
風
当
た
り
が
強
く
な
る
中
、
昭
和
13
年

９
月
吉
田
に
帰
朝
命
令
が
出
さ
れ
、
後
ろ

髪
を
引
か
れ
な
が
ら
も
11
月
に
帰
国
、
そ

し
て
翌
年
３
月
退
官
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
の
外
交
進
路
は
「
米
英
両
国
と
の

親
善
を
中
軸
と
し
て
、
広
く
自
由
主
義
諸

国
、
特
に
地
理
的
に
も
経
済
的
に
も
日
本

に
近
接
す
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
関
係

を
進
め
て
ゆ
く
べ
き
」『
回
想
十
年
』
第

一
巻
）
だ
と
考
え
、
日
英
関
係
修
復
に
尽

力
し
た
吉
田
の
信
条
は
、
戦
後
の
政
策
に

こ
そ
濃
く
反
映
さ
れ
た
の
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
郷
土
資
料
館
　
学
芸
員
　
曽
根
田
　

　
☎（
61
）
４
７
０
０

▲1937 年、駐英大使時代の吉田茂と娘の和子氏
（写真提供 /（財）吉田茂国際基金、吉岡氏）

　
12
月
22
日（
水
）に
六
所
神
社
で「
と

り
の
市
」
が
あ
り
ま
し
た
。
お
正
月

も
近
い
の
で
、
だ
る
ま
な
ど
を
買
っ

て
い
く
人
が
い
ま
し
た
。
最
近
は
地

域
の
市
で
季
節
物
を
買
っ
て
い
く
人

は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
だ
る
ま
を
買
う
と
き
も
ス
ー
パ
ー

な
ど
で
は
間
接
的
だ
け
で
、
市
は
直

接
作
っ
た
人
と
の
会
話
も
で
き
ま
す
。

　
買
う
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
に
密

着
し
た
会
話
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

と
り
の
市

こ
ど
も
記
者
を
大
募
集

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
い
っ
し
ょ
に

手
伝
っ
て
く
れ
る
小
・
中
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
政
策
課
　
☎
内
線
２
０
７

　
町
内
在
住
の
河
住
　
靖
則
さ
ん

が
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
独
立
行
政
法
人
　
国

際
協
力
機
構
）
の
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
昨
年
12
月
27
日
（
月
）
に

町
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
河
住
さ
ん
は
、
今
年
１
月
か
ら
２

年
間
の
予
定
で
南
ア
フ
リ
カ
の
ウ
ガ

ン
ダ
共
和
国
に
派
遣
さ
れ
ま
す
。
派

遣
期
間
中
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

生
か
し
、
現
地
の
マ
ケ
レ
レ
大
学
で

日
本
語
教
育
を
行
う
ほ
か
、
日
本
語

教
育
を
効
果
的
に
行
え
る
環
境
づ
く

り
に
も
参
加
す
る
予
定
で
す
。
健
康

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣

に
留
意
さ
れ
、
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

祈
念
し
ま
す
。

か
わ  

ず
み        

や
す
の
り

◎
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
　
☎
内
線
２
１
１

　
地
域
交
流
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

（
内
海
　
七
夕
美
）

　
趣
味
で
農
業
を
や
り
た
い
方
、
安

全
安
心
な
野
菜
を
作
り
た
い
方
は
、

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格

①
本
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

②
年
間
を
と
お
し
て
農
園
作
業
に
従

事
で
き
、
適
正
に
区
画
を
管
理
で

き
る
方
。

③
現
在
、
市
民
農
園
を
利
用
し
て
い

な
い
方
（
３
月
31
日
で
利
用
期
間

が
切
れ
る
方
は
応
募
で
き
ま
す
。）

④
１
世
帯
１
区
画
の
み
。

▼
募
集
農
園
名
と
区
画
数

　
西
小
磯
東
小
磯
境
農
園
　
28
区
画

　
西
小
磯
木
ノ
川
農
園
　
　
27
区
画

　
西
小
磯
西
中
道
農
園
　
　
53
区
画

▼
利
用
面
積

　
１
区
画
の
面
積
は
約
20
㎡

▼
利
用
料

　
１
区
画
年
額
　
１
，０
０
０
円

▼
利
用
開
始
予
定
　

　
４
月
中
旬

▼
募
集
期
間

　
２
月
10
日
（
木
）
〜
２
月
28
日
（
月
）

▼
応
募
方
法

　
所
定
の
申
込
書
に
、
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
環
境
経
済
課
又
は
、

国
府
支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
３

月
19
日
（
土
）
抽
選
会
を
開
催
。
抽

選
会
の
有
無
は
３
月
10
日
（
木
）
ま
で

に
通
知
し
ま
す
。

※

申
込
書
は
、
環
境
経
済
課
窓
口
の

ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※

農
園
の
詳
細
な
場
所
は
窓
口
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
環
境
経
済
課
　
☎
内
線
２
６
３

市
民
農
園
利
用
者
を
募
集

み
な
さ
ん
で
野
菜
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

大磯
駅

西小磯
木ノ川農園

西小磯
東小磯境農園

西小磯
西中道農園

大磯中学校

城山トンネル

白岩
神社

城山公園

県立
おおいそ学園

大磯警察署

　
さ
ら
な
る
幼
児
教
育
や
子
育
て
支

援
の
向
上
を
図
る
た
め
、
町
立
小
磯

幼
稚
園
の
場
所
に
大
磯
町
「
私
立
幼

稚
園
設
置
者
・
運
営
者
」
募
集
要
領

に
基
づ
き
私
立
幼
稚
園
の
運
営
を
希

望
す
る
学
校
法
人
を
募
集
し
、「
大
磯

町
民
間
幼
稚
園
選
考
委
員
会
」
に
お

い
て
選
考
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
次

の
学
校
法
人
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
保
護
者
等
を
交
え
た
運
営

委
員
会
を
設
置
し
、
平
成
24
年
４
月

に
開
園
す
る
に
あ
た
っ
て
の
協
議
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
選
考
決
定
し
た
学
校
法
人
】

●
法
人
名
　
学
校
法
人
　
小
磯
学
園

●
法
人
所
在
地

　
相
模
原
市
中
央
区
東
淵
野
辺
４

　
23
　
20

●
代
表
　
理
事
長
　
小
磯
　
信
一

◎
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
室
　
☎
内
線
３
１
７

私立幼稚園の
設置者・運営事業者の
学校法人が決定　

私立幼稚園の
設置者・運営事業者の
学校法人が決定　！！！！

▲現存する吉田茂の銅像
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図書館・郷土資料館図書館・郷土資料館図書館・郷土資料館
図書館の休館日
2月／3・7・14・21・28日

2月／1・7・14・21・28日
郷土資料館の休館日

▲

　講義と実技でデジタルカメラの基
本の技を身につけよう！
　とき　①3月 22 日（火）、②3月
　29日（火）いずれも14:00～16:00
　ところ　生涯学習館
　講師　吉村　英夫氏 (JTA 会員・
　生涯学習人材登録者 )
　対象　デジタル一眼レフ、又はデ
　ジタルカメラをお持ちの方
　定員　20名
　参加費　600 円（テキスト・プリ
　ント代）
　持ち物　デジタルカメラ、筆記用具
　申込方法　電話で 2 月 7 日（月）
　から先着順
問・申　生涯学習課　☎内線 329

　みんな集まれ！親子でアート体
験。希望の掛け軸を作りませんか。
　とき　3月 5日（土）
　13:30 ～ 16:00
　ところ　星槎湘南大磯キャンパス
　講師　星槎大教授　佐々木　孝氏
　対象　子どもとその家族（年長～
　小学生付添いの保護者）
　定員　50名
　参加費　400円
　申込締切　2月 28日（月）まで
問・申　星槎湘南大磯キャンパス　
　☎（71）6048

　
昨
年
10
月
、
第
２
回
目
の
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
学

び
塾
は
、
台
風
の
た
め
中
止
を
い
た
し
ま

し
た
が
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
要
望

に
よ
り
開
催
を
し
ま
す
。

　
大
磯
の
幕
末
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎「
幕
末
の
大
磯
」
　

▼
と
き
　
２
月
19
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
本
館
大
会
議
室

▼
講
師
　
馬
場
　
弘
臣
氏

　（
東
海
大
学
准
教
授
）

▼
定
員
　
60
名
　
申
込
制
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
み
　
２
月
４
日
（
金
）
午
前
10
時
か

　
ら
、
本
館
・
分
館
で
、
来
館
ま
た
は
電

　
話
に
て
受
付

（
61
）３
０
０
２

図
書
館
情
報

◎
図
書
館
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
・

　申
込
み

　
図
書
館
本
館
の
２
階
展
示
コ
ー
ナ
ー
を

使
用
し
て
、
日
頃
の
成
果
を
発
表
し
ま
せ

ん
か
。

　
展
示
で
き
る
も
の
は
、
生
涯
学
習
施
設

と
し
て
の
図
書
館
に
適
合
す
る
も
の
で
、

営
利
を
目
的
と
し
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

▼
使
用
資
格
　
大
磯
町
公
共
施
設
使
用
者

登
録
済
み
の
団
体
ま
た
は
個
人
。（
図
書
館

で
登
録
申
請
が
で
き
ま
す
。）

▼
使
用
可
能
期
間
　
平
成
23
年
４
月
１
日

（
金
）
〜
平
成
23
年
８
月
31
日
（
水
）
の
図

書
館
開
館
日
。

　
図
書
館
休
館
日
を
含
め
14
日
間
以
内
。

９
月
以
降
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
別
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
一
次
受
付
期
間
中
に
、

出
展
期
間
が
応
募
者
同
士
で
重
な
っ
た
場

合
は
調
整
し
ま
す
。

▼
使
用
料
　
１
日
当
た
り
、
町
内
登
録
者

２
千
円
、
町
外
登
録
者
４
千
円
。

▼
申
込
方
法
　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。
内
容
を
審
査
し
た
う

え
で
、
使
用
承
諾
書
を
交
付
し
ま
す
。

▼
申
請
開
始
日
　
一
次
受
付
、
２
月
４
日

（
金
）
午
前
９
時
〜
２
月
20
日
（
日
）。
以

降
は
先
着
順
と

な
り
ま
す
。

旧
吉
田
茂
邸
再
建
基
金
協
力
事
業

Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
学
び
塾

　
町
の
歴
史
講
座 

受
講
者
募
集

旧
吉
田
茂
邸
再
建
基
金
協
力
事
業

Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
学
び
塾

　
町
の
歴
史
講
座 

受
講
者
募
集

図
書
館
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で

　
作
品
展
示
を
し
ま
せ
ん
か

図
書
館
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で

　
作
品
展
示
を
し
ま
せ
ん
か

（
61
）４
７
０
０

◎
郷
土
資
料
館
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
・

　申
込
み

郷
土
資
料
館
情
報

■「
三
井
高
棟
と
吉
田
茂
〜
城
山
荘

　と
如
庵
、
七
賢
堂
の
記
憶
〜
」

　
現
在
、
県
立
大
磯
城
山
公
園
が
全
面
開

園
か
ら
20
周
年
を
記
念
し
た
企
画
展
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
展
示
で
は
、
三
井
邸
時

代
の
資
料
や
旧
吉
田
邸
の
七
賢
堂
に
収
蔵

さ
れ
て
い
た
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

▼「
如
庵
の
疎
開
」
放
映
中

　
昭
和
12
年
、
戦
火
を
逃
れ
る
た
め
に
東

京
の
三
井
本
邸
か
ら
城
山
荘
に
「
疎
開
」

す
る
如
庵
の
た
い
へ
ん
貴
重
な
映
像
を
放

映
中
で
す
。
現
状
を
完
全
に
維
持
す
る
た

め
に
３
分
割
さ
れ
、
交
通
渋
滞
を
避
け
る

た
め
に
夜
間
を
中
心
に
特
注
ト
レ
ー
ラ
ー

で
移
動
し
ま
し
た
。
当
時
と
し
て
は
莫
大

な
手
間
と
費
用
の
か
か
っ
た
一
大
事
業
で

し
た
。
城
山
荘
に
搬
入
す
る
際
、
当
時
の

西
小
磯
の
様
子
も
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
ず
か
６
分
ほ
ど
の
映
像
で
す
が
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
御
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
１
月
８
日
（
土
）
か
ら
２
月
13

　
日
（
日
）
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
◆
郷
土
資
料
館
企
画
展
示
室

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

▼
入
館
料
　
無
料

企 
画 
展 

開 

催 

中 

！

企 
画 
展 

開 

催 

中 

！

■
記
念
講
演
会

　「城
山
荘
と
祖
父
三
井
高
棟
の
思
い
出
」

　
三
井
家
当
主
三
井
高
棟
の
孫
に
あ
た
る

三
井
保
子
氏
に
幼
少
の
頃
に
過
ご
し
た
城

山
荘
の
様
子
な
ど
を
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
と
き
　
２
月
11
日
（
金
・
祝
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ
　
郷
土
資
料
館
研
修
室

▼
講
師
　
三
井
　
保
子
氏

▼
定
員
　
申
込
不
要
。
当
日
先
着
70
名
ま

　
で
着
席
可
能
。

▼
料
金
　
無
料

■
城
山
公
園
ま
る
ご
と
ツ
ア
ー

　
城
山
公
園
を
散
策
し
な
が
ら
歴
史
や
自

然
を
ご
案
内
し
ま
す
。
城
山
荘
時
代
か
ら

残
る
貴
重
な
建
物
、
東
蔵
の
内
部
を
特
別

に
公
開
し
ま
す
。

▼
と
き
　
２
月
６
日
（
日
）

　
①
午
前
11
時
〜
12
時

　
②
午
後
２
時
〜
３
時

▼
と
こ
ろ
　
城
山
公
園
内
（
資
料
館
集
合
）

▼
定
員
　
申
込
不
要
。
各
回
と
も
当
日
先

　
着
15
名
ほ
ど
ま
で

▼
料
金
　
無
料

情報コーナー情報コーナー情報コーナー 役場 161-4100
問

申

問い合わせ
申込み

　介護の手伝いをされている方、家
族の介護に疲れている方などを対象
に心と体をリフレッシュするコツを
教えます。お気軽にご参加ください。
　とき　3月 9日（水）
　13:30 ～ 15:30
　ところ　保健センター
　講師　吉井　照洋氏（健康運動指
　導士）
　内容　こころとからだを癒すスト
　レッチ。腰痛･膝痛に効く運動。
　申込み　各日先着 25名
問　保険福祉課　☎内線 315

　世界に１つのオリジナル T シャ
ツを染めましょう。
　とき　2 月 26 日（土）　10:00 ～
　15:00、2月 27 日（日）10:00 ～
　15:00 のいずれか
　ところ　星槎湘南大磯キャンパス
　講師　仲本　由貴子氏（琉球藍染
　め工房）
　定員　10名
　参加費　5,000 円
　持ち物　汚れてもよい服装、エプ
　ロン、ゴム手袋
　申込締切　2月 21日（月）まで
問・申　星槎湘南大磯キャンパス　
　☎（71）6048

　食材の特性を生かし、より美味しく

　身体が喜ぶ料理に仕上げる「沸騰さ
せない低温鍋」調理法を学びましょう。
　とき　2月 15日（火）　11:30 ～
　13:30
　ところ　星槎湘南大磯キャンパス
　講師　中川　誼美氏（お宿　吉水
　女将）
　定員　15名（先着順）
　参加費　3,000 円（材料費込）
　持ち物　マイ箸、マイカップ、マ
　イ取り皿
問・申　星槎湘南大磯キャンパス　
　☎（71）6048

　パソコンソフト WORD で、文書
やあなただけのオリジナル名刺を作
成しましょう。
　とき　3月 4・11・18・25日（い
　ずれも金曜日）各回とも 9:30 ～
　12:00（全日出席できる方のみ）
　ところ　生涯学習館
　対象　町内在住の成人 15名
　（初めて受講する方優先）
　参加費　無料
　持ち物　筆記用具
　その他　パソコンは、生涯学習館
　のものを使用します。
　申込み　2月 7日（月）から（先着）
問・申　生涯学習課　☎内線 323

　照ヶ崎海岸と北浜海岸で漂着物を
探します。漂着物をとおして海を考
えてみませんか。
　とき　2月 20日（日）
　10:00 ～ 12:00（雨天中止）
　集合　照ヶ崎プール前
　参加費　無料
　持ち物　ビニール袋、軍手。歩き
　やすい服装と靴。飲み物など
　申込み　不要。現地へ直接集合。
問　郷土資料館　☎（61）4700

　深海という未知の世界を覗いて見
ませんか？有人潜水調査船の元パイ
ロットが深海について講演します。
　とき　2 月19 日（土）14:00 ～　
　16:00
　ところ　二宮町生涯学習センター
　（ラディアンホール）
　講師　田代　省三氏（海洋工学セン
　ター・しんかい 6500 初代潜航長）
　定員　500名（申込不要）
　参加費　入場無料（駐車場有料）
問　大磯町危険物安全協会
　☎（61）0911

琉球藍染め教室

プロが教えるデジタルカメラ
基礎講座（全２回）

せいさ☆こども大学

海の教室ビーチコーミング

地球深部をめざして！
 「しんかい 6500」と「ちきゅう」の挑戦

パソコン講座（中級者編）
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問 申・

問 申・

問問 申・
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▼

▼
▼
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▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

家族介護者のための
からだホット・こころほっと講座

命が喜ぶ調理法

問 申・

　
▼

▼
▼

▼
▼

▼

慶
応
元
年
長
州
征
伐
御
進
発
錦
絵

｢

大
磯｣

（
月
岡
芳
年
作
）

▲展示風景
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図書館・郷土資料館図書館・郷土資料館図書館・郷土資料館
図書館の休館日
2月／3・7・14・21・28日

2月／1・7・14・21・28日
郷土資料館の休館日

▲

　講義と実技でデジタルカメラの基
本の技を身につけよう！
　とき　①3月 22 日（火）、②3月
　29日（火）いずれも14:00～16:00
　ところ　生涯学習館
　講師　吉村　英夫氏 (JTA 会員・
　生涯学習人材登録者 )
　対象　デジタル一眼レフ、又はデ
　ジタルカメラをお持ちの方
　定員　20名
　参加費　600 円（テキスト・プリ
　ント代）
　持ち物　デジタルカメラ、筆記用具
　申込方法　電話で 2 月 7 日（月）
　から先着順
問・申　生涯学習課　☎内線 329

　みんな集まれ！親子でアート体
験。希望の掛け軸を作りませんか。
　とき　3月 5日（土）
　13:30 ～ 16:00
　ところ　星槎湘南大磯キャンパス
　講師　星槎大教授　佐々木　孝氏
　対象　子どもとその家族（年長～
　小学生付添いの保護者）
　定員　50名
　参加費　400円
　申込締切　2月 28日（月）まで
問・申　星槎湘南大磯キャンパス　
　☎（71）6048

　
昨
年
10
月
、
第
２
回
目
の
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
学

び
塾
は
、
台
風
の
た
め
中
止
を
い
た
し
ま

し
た
が
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
要
望

に
よ
り
開
催
を
し
ま
す
。

　
大
磯
の
幕
末
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎「
幕
末
の
大
磯
」
　

▼
と
き
　
２
月
19
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
本
館
大
会
議
室

▼
講
師
　
馬
場
　
弘
臣
氏

　（
東
海
大
学
准
教
授
）

▼
定
員
　
60
名
　
申
込
制
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
み
　
２
月
４
日
（
金
）
午
前
10
時
か

　
ら
、
本
館
・
分
館
で
、
来
館
ま
た
は
電

　
話
に
て
受
付

（
61
）３
０
０
２

図
書
館
情
報

◎
図
書
館
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
・

　申
込
み

　
図
書
館
本
館
の
２
階
展
示
コ
ー
ナ
ー
を

使
用
し
て
、
日
頃
の
成
果
を
発
表
し
ま
せ

ん
か
。

　
展
示
で
き
る
も
の
は
、
生
涯
学
習
施
設

と
し
て
の
図
書
館
に
適
合
す
る
も
の
で
、

営
利
を
目
的
と
し
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

▼
使
用
資
格
　
大
磯
町
公
共
施
設
使
用
者

登
録
済
み
の
団
体
ま
た
は
個
人
。（
図
書
館

で
登
録
申
請
が
で
き
ま
す
。）

▼
使
用
可
能
期
間
　
平
成
23
年
４
月
１
日

（
金
）
〜
平
成
23
年
８
月
31
日
（
水
）
の
図

書
館
開
館
日
。

　
図
書
館
休
館
日
を
含
め
14
日
間
以
内
。

９
月
以
降
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
別
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
一
次
受
付
期
間
中
に
、

出
展
期
間
が
応
募
者
同
士
で
重
な
っ
た
場

合
は
調
整
し
ま
す
。

▼
使
用
料
　
１
日
当
た
り
、
町
内
登
録
者

２
千
円
、
町
外
登
録
者
４
千
円
。

▼
申
込
方
法
　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。
内
容
を
審
査
し
た
う

え
で
、
使
用
承
諾
書
を
交
付
し
ま
す
。

▼
申
請
開
始
日
　
一
次
受
付
、
２
月
４
日

（
金
）
午
前
９
時
〜
２
月
20
日
（
日
）。
以

降
は
先
着
順
と

な
り
ま
す
。

旧
吉
田
茂
邸
再
建
基
金
協
力
事
業

Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
学
び
塾

　
町
の
歴
史
講
座 

受
講
者
募
集

旧
吉
田
茂
邸
再
建
基
金
協
力
事
業

Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
学
び
塾

　
町
の
歴
史
講
座 

受
講
者
募
集

図
書
館
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で

　
作
品
展
示
を
し
ま
せ
ん
か

図
書
館
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で

　
作
品
展
示
を
し
ま
せ
ん
か

（
61
）４
７
０
０

◎
郷
土
資
料
館
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
・

　申
込
み

郷
土
資
料
館
情
報

■「
三
井
高
棟
と
吉
田
茂
〜
城
山
荘

　と
如
庵
、
七
賢
堂
の
記
憶
〜
」

　
現
在
、
県
立
大
磯
城
山
公
園
が
全
面
開

園
か
ら
20
周
年
を
記
念
し
た
企
画
展
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
展
示
で
は
、
三
井
邸
時

代
の
資
料
や
旧
吉
田
邸
の
七
賢
堂
に
収
蔵

さ
れ
て
い
た
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

▼「
如
庵
の
疎
開
」
放
映
中

　
昭
和
12
年
、
戦
火
を
逃
れ
る
た
め
に
東

京
の
三
井
本
邸
か
ら
城
山
荘
に
「
疎
開
」

す
る
如
庵
の
た
い
へ
ん
貴
重
な
映
像
を
放

映
中
で
す
。
現
状
を
完
全
に
維
持
す
る
た

め
に
３
分
割
さ
れ
、
交
通
渋
滞
を
避
け
る

た
め
に
夜
間
を
中
心
に
特
注
ト
レ
ー
ラ
ー

で
移
動
し
ま
し
た
。
当
時
と
し
て
は
莫
大

な
手
間
と
費
用
の
か
か
っ
た
一
大
事
業
で

し
た
。
城
山
荘
に
搬
入
す
る
際
、
当
時
の

西
小
磯
の
様
子
も
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
ず
か
６
分
ほ
ど
の
映
像
で
す
が
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
御
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
１
月
８
日
（
土
）
か
ら
２
月
13

　
日
（
日
）
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
◆
郷
土
資
料
館
企
画
展
示
室

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

▼
入
館
料
　
無
料

企 

画 

展 

開 

催 

中 

！

企 

画 

展 

開 

催 

中 

！

■
記
念
講
演
会

　「城
山
荘
と
祖
父
三
井
高
棟
の
思
い
出
」

　
三
井
家
当
主
三
井
高
棟
の
孫
に
あ
た
る

三
井
保
子
氏
に
幼
少
の
頃
に
過
ご
し
た
城

山
荘
の
様
子
な
ど
を
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
と
き
　
２
月
11
日
（
金
・
祝
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ
　
郷
土
資
料
館
研
修
室

▼
講
師
　
三
井
　
保
子
氏

▼
定
員
　
申
込
不
要
。
当
日
先
着
70
名
ま

　
で
着
席
可
能
。

▼
料
金
　
無
料

■
城
山
公
園
ま
る
ご
と
ツ
ア
ー

　
城
山
公
園
を
散
策
し
な
が
ら
歴
史
や
自

然
を
ご
案
内
し
ま
す
。
城
山
荘
時
代
か
ら

残
る
貴
重
な
建
物
、
東
蔵
の
内
部
を
特
別

に
公
開
し
ま
す
。

▼
と
き
　
２
月
６
日
（
日
）

　
①
午
前
11
時
〜
12
時

　
②
午
後
２
時
〜
３
時

▼
と
こ
ろ
　
城
山
公
園
内
（
資
料
館
集
合
）

▼
定
員
　
申
込
不
要
。
各
回
と
も
当
日
先

　
着
15
名
ほ
ど
ま
で
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問

申

問い合わせ
申込み

　介護の手伝いをされている方、家
族の介護に疲れている方などを対象
に心と体をリフレッシュするコツを
教えます。お気軽にご参加ください。
　とき　3月 9日（水）
　13:30 ～ 15:30
　ところ　保健センター
　講師　吉井　照洋氏（健康運動指
　導士）
　内容　こころとからだを癒すスト
　レッチ。腰痛･膝痛に効く運動。
　申込み　各日先着 25名
問　保険福祉課　☎内線 315

　世界に１つのオリジナル T シャ
ツを染めましょう。
　とき　2 月 26 日（土）　10:00 ～
　15:00、2月 27 日（日）10:00 ～
　15:00 のいずれか
　ところ　星槎湘南大磯キャンパス
　講師　仲本　由貴子氏（琉球藍染
　め工房）
　定員　10名
　参加費　5,000 円
　持ち物　汚れてもよい服装、エプ
　ロン、ゴム手袋
　申込締切　2月 21日（月）まで
問・申　星槎湘南大磯キャンパス　
　☎（71）6048

　食材の特性を生かし、より美味しく

　身体が喜ぶ料理に仕上げる「沸騰さ
せない低温鍋」調理法を学びましょう。
　とき　2月 15日（火）　11:30 ～
　13:30
　ところ　星槎湘南大磯キャンパス
　講師　中川　誼美氏（お宿　吉水
　女将）
　定員　15名（先着順）
　参加費　3,000 円（材料費込）
　持ち物　マイ箸、マイカップ、マ
　イ取り皿
問・申　星槎湘南大磯キャンパス　
　☎（71）6048

　パソコンソフト WORD で、文書
やあなただけのオリジナル名刺を作
成しましょう。
　とき　3月 4・11・18・25日（い
　ずれも金曜日）各回とも 9:30 ～
　12:00（全日出席できる方のみ）
　ところ　生涯学習館
　対象　町内在住の成人 15名
　（初めて受講する方優先）
　参加費　無料
　持ち物　筆記用具
　その他　パソコンは、生涯学習館
　のものを使用します。
　申込み　2月 7日（月）から（先着）
問・申　生涯学習課　☎内線 323

　照ヶ崎海岸と北浜海岸で漂着物を
探します。漂着物をとおして海を考
えてみませんか。
　とき　2月 20日（日）
　10:00 ～ 12:00（雨天中止）
　集合　照ヶ崎プール前
　参加費　無料
　持ち物　ビニール袋、軍手。歩き
　やすい服装と靴。飲み物など
　申込み　不要。現地へ直接集合。
問　郷土資料館　☎（61）4700

　深海という未知の世界を覗いて見
ませんか？有人潜水調査船の元パイ
ロットが深海について講演します。
　とき　2 月19 日（土）14:00 ～　
　16:00
　ところ　二宮町生涯学習センター
　（ラディアンホール）
　講師　田代　省三氏（海洋工学セン
　ター・しんかい 6500 初代潜航長）
　定員　500名（申込不要）
　参加費　入場無料（駐車場有料）
問　大磯町危険物安全協会
　☎（61）0911

琉球藍染め教室

プロが教えるデジタルカメラ
基礎講座（全２回）

せいさ☆こども大学

海の教室ビーチコーミング

地球深部をめざして！
 「しんかい 6500」と「ちきゅう」の挑戦

パソコン講座（中級者編）
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問

消防情報ダイヤル　1(６１)５１５１
消防車の出動情報、休日当番医情報は、
こちらで確認をしてください。通常は、
防災情報（内容は毎月変わります。）が聞
けます。 消防署　1(61)0911

防災行政無線ダイヤル
　　　　　1(６２)１１２２
防災行政無線で放送した内容を電話で
確認できます。
問 危機管理対策室　1内線 241

▲ティーサロンよこみぞ
（写真提供 /大磯町社会福祉協議会）

　申込方法　氏名、住所、電話番号、
　人数（4 名まで）を記入の上、往
　復はがきにて。2月8日（火）必着。
　（応募者多数の場合抽選）
問・申　〒255-0003　大磯町大磯
　960-3　はまひるがお内　
　大磯ガイドボランティア協会
　☎080（3429）2145
　9:00 ～ 17:00

　大磯ゆかりの巨人達の足跡を訪ねる。
　とき　2月19日（土）9:30 ～
　小雨決行
　集合場所　聖ステパノ学園 (JR　
　大磯駅前 )
　コース　旧岩崎邸～松本順（長崎
　大）邸跡～旧伊藤博文（日本女子
　大）邸跡～旧大隈重信（早稲田大）
　邸～新島襄（同志社大）終焉の地
　～大磯駅　解散　6km（約 3時間）
　定員　200名（事前申込）
　参加費　500円（保険代、資料代）

　春の日差しの中、梅の香り漂う湯
河原・幕山の散策を楽しみませんか。
　とき　3月 4日（金）雨天中止
　集合　湯河原駅改札前　9時
　コース　湯河原駅→（バス）→幕山
　公園→幕山山頂（昼食）→南郷山
　分岐→大石ヶ原→幕山公園（解散
　15時）
　参加費　200円（保険代、資料代）
　※交通費、公園入園料 200 円は、
　別途個人負担
　持ち物　弁当、飲み物、タオル、
　保険証、雨具、ステッキ等
　申込締切　2月 25日（金）
問・申　スポーツ健康課
　☎内線 309・310

　こんにゃく湿布でこころもからだ
もほぐしませんか。
　とき　2月 22日（火）
　13時 30分から 15時 30分　
　場所　保健センター 2階和室
　参加費　無料
　定員　30名
　申込締切　2月 15日（火）まで
　定員に達し次第締切。保育あり。
問・申　スポーツ健康課
　☎内線 309

　借り過ぎ・貸し過ぎを防ぐため、
6 月に改正貸金業法が完全施行され
ました。借入や返済のお悩みは 1人
で悩まずお早めに相談を。
【改正のポイント】
○借入総額が年収の 3 分の 1 を超
　えると新規借入ができなくなりま
　す。
○借入の際は、基本的に年収を証明
　する書類が必要です。
※詳しい内容は金融庁ホームページ
　でご確認ください。
問　財務省横浜財務事務所
　☎045（681）0933
　　神奈川県商工労働局企画調整部
　金融課　☎045（210）5690

　身体障害者福祉協会では、横溝千
鶴子記念障害福祉センター「すばる」
で、“ティーサロンよこみぞ”を営
業しています。
　体の不自由な高齢者の方なども、
軽食やコーヒーなどを作っていて、
室内も明るいので、とても気持ちよ
く楽しく働いています。
　笑顔に変わる“ティーサロンよこ
みぞ”で、一緒に働いてみませんか ?
　営業日　月曜日から土曜日
　ただし、祝日は除く
　営業時間　10:00 ～ 16:00
　謝礼・交通費を支給します。
　※皆様のご利用を心からお待ちし
　　ております。
　※協会への入会も併せてお待ちし
　　ております。私たちと一緒に活
　　動しましょう。

　　大磯町身体障害者福祉協会
　諏訪宅　☎（61）2324

　弦楽クラブ・金管クラブの一年間
総まとめの演奏会です。ぜひご覧く
ださい。
　とき　3月 5日（土）
　開場 12:30　開演 13:00
　ところ　二宮町生涯学習センター
　（ラディアン）
問　国府小学校（松島）☎（71）0400

　図書館国府分館で図書の貸出、読
書案内、書架の整理等を行っていた
だく臨時職員を募集します。
　内容・条件　図書館国府分館で窓
　口業務等（毎月のローテーション
　による勤務）
　図書館司書資格を有する方
　採用予定期間　平成 23 年 4 月か
　ら最長で平成 24年 3月まで
　採用予定数　若干名
　受付期間　2月 27日（日）まで
　＊郵送での提出可
　提出書類　市販の履歴書（写真添
　付）１通
　その他　勤務内容、給与等詳細に
　ついては、お問い合わせください。
問　図書館　☎（61）3002

　保育ボランティアを募集します。
赤ちゃんの見守り保育を体験できま
すので、ぜひ参加ください。
　とき　①2 月 28 日（月）10:00
　～12：00　ひとの「わ」（行事食教室）
　② 3月3 日（木）13:15 ～ 15:00　
　離乳食教室
　場所　保健センター
　その他　①、②どちらか一方でも
　可。直接会場におこしください。
問・申　保育ボランティア　安池宅
　☎（61）4401

リラクゼーション

貸金業法が変わったことは
ご存知ですか？

図書館
国府分館臨時職員の募集

国府小学校音楽クラブ
スプリングコンサート

保育ボランティア
体験会を開催

「ティーサロンよこみぞ」で
一緒に働きましょう !
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＜相談会での内容＞
・介護に関する相談援助　・介護保険についての説明
・介護サービスについての説明　・お悩み相談
・その他、お気軽にご相談ください･･･
開催日：毎月第 2土曜日 ( 事前連絡願います )
時　間：9:00 ～ 16:00
場　所：中井富士白苑内相談室
ＴＥＬ：0465－81－5880
中井富士白苑居宅介護支援センター

介護相談会 ( 無料 ) 開催のお知らせ！
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▲青木園のスイトピー
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問

消防情報ダイヤル　1(６１)５１５１
消防車の出動情報、休日当番医情報は、
こちらで確認をしてください。通常は、
防災情報（内容は毎月変わります。）が聞
けます。 消防署　1(61)0911

防災行政無線ダイヤル
　　　　　1(６２)１１２２
防災行政無線で放送した内容を電話で
確認できます。
問 危機管理対策室　1内線 241

▲ティーサロンよこみぞ
（写真提供 /大磯町社会福祉協議会）

　申込方法　氏名、住所、電話番号、
　人数（4 名まで）を記入の上、往
　復はがきにて。2月8日（火）必着。
　（応募者多数の場合抽選）
問・申　〒255-0003　大磯町大磯
　960-3　はまひるがお内　
　大磯ガイドボランティア協会
　☎080（3429）2145
　9:00 ～ 17:00

　大磯ゆかりの巨人達の足跡を訪ねる。
　とき　2月19日（土）9:30 ～
　小雨決行
　集合場所　聖ステパノ学園 (JR　
　大磯駅前 )
　コース　旧岩崎邸～松本順（長崎
　大）邸跡～旧伊藤博文（日本女子
　大）邸跡～旧大隈重信（早稲田大）
　邸～新島襄（同志社大）終焉の地
　～大磯駅　解散　6km（約 3時間）
　定員　200名（事前申込）
　参加費　500円（保険代、資料代）

　春の日差しの中、梅の香り漂う湯
河原・幕山の散策を楽しみませんか。
　とき　3月 4日（金）雨天中止
　集合　湯河原駅改札前　9時
　コース　湯河原駅→（バス）→幕山
　公園→幕山山頂（昼食）→南郷山
　分岐→大石ヶ原→幕山公園（解散
　15時）
　参加費　200円（保険代、資料代）
　※交通費、公園入園料 200 円は、
　別途個人負担
　持ち物　弁当、飲み物、タオル、
　保険証、雨具、ステッキ等
　申込締切　2月 25日（金）
問・申　スポーツ健康課
　☎内線 309・310

　こんにゃく湿布でこころもからだ
もほぐしませんか。
　とき　2月 22日（火）
　13時 30分から 15時 30分　
　場所　保健センター 2階和室
　参加費　無料
　定員　30名
　申込締切　2月 15日（火）まで
　定員に達し次第締切。保育あり。
問・申　スポーツ健康課
　☎内線 309

　借り過ぎ・貸し過ぎを防ぐため、
6 月に改正貸金業法が完全施行され
ました。借入や返済のお悩みは 1人
で悩まずお早めに相談を。
【改正のポイント】
○借入総額が年収の 3 分の 1 を超
　えると新規借入ができなくなりま
　す。
○借入の際は、基本的に年収を証明
　する書類が必要です。
※詳しい内容は金融庁ホームページ
　でご確認ください。
問　財務省横浜財務事務所
　☎045（681）0933
　　神奈川県商工労働局企画調整部
　金融課　☎045（210）5690

　身体障害者福祉協会では、横溝千
鶴子記念障害福祉センター「すばる」
で、“ティーサロンよこみぞ”を営
業しています。
　体の不自由な高齢者の方なども、
軽食やコーヒーなどを作っていて、
室内も明るいので、とても気持ちよ
く楽しく働いています。
　笑顔に変わる“ティーサロンよこ
みぞ”で、一緒に働いてみませんか ?
　営業日　月曜日から土曜日
　ただし、祝日は除く
　営業時間　10:00 ～ 16:00
　謝礼・交通費を支給します。
　※皆様のご利用を心からお待ちし
　　ております。
　※協会への入会も併せてお待ちし
　　ております。私たちと一緒に活
　　動しましょう。

　　大磯町身体障害者福祉協会
　諏訪宅　☎（61）2324

　弦楽クラブ・金管クラブの一年間
総まとめの演奏会です。ぜひご覧く
ださい。
　とき　3月 5日（土）
　開場 12:30　開演 13:00
　ところ　二宮町生涯学習センター
　（ラディアン）
問　国府小学校（松島）☎（71）0400

　図書館国府分館で図書の貸出、読
書案内、書架の整理等を行っていた
だく臨時職員を募集します。
　内容・条件　図書館国府分館で窓
　口業務等（毎月のローテーション
　による勤務）
　図書館司書資格を有する方
　採用予定期間　平成 23 年 4 月か
　ら最長で平成 24年 3月まで
　採用予定数　若干名
　受付期間　2月 27日（日）まで
　＊郵送での提出可
　提出書類　市販の履歴書（写真添
　付）１通
　その他　勤務内容、給与等詳細に
　ついては、お問い合わせください。
問　図書館　☎（61）3002

　保育ボランティアを募集します。
赤ちゃんの見守り保育を体験できま
すので、ぜひ参加ください。
　とき　①2 月 28 日（月）10:00
　～12：00　ひとの「わ」（行事食教室）
　② 3月3 日（木）13:15 ～ 15:00　
　離乳食教室
　場所　保健センター
　その他　①、②どちらか一方でも
　可。直接会場におこしください。
問・申　保育ボランティア　安池宅
　☎（61）4401

リラクゼーション

貸金業法が変わったことは
ご存知ですか？

図書館
国府分館臨時職員の募集

国府小学校音楽クラブ
スプリングコンサート

保育ボランティア
体験会を開催

「ティーサロンよこみぞ」で
一緒に働きましょう !
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＜相談会での内容＞
・介護に関する相談援助　・介護保険についての説明
・介護サービスについての説明　・お悩み相談
・その他、お気軽にご相談ください･･･
開催日：毎月第 2土曜日 ( 事前連絡願います )
時　間：9:00 ～ 16:00
場　所：中井富士白苑内相談室
ＴＥＬ：0465－81－5880
中井富士白苑居宅介護支援センター

介護相談会 ( 無料 ) 開催のお知らせ！
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▲青木園のスイトピー

広報おおいそ　平成23年2月15
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○女子ダブルス

　優　勝　井澤・崎山組
　準優勝　松本・西野組
　第 3位　石井・箱守組
問　町体育協会バドミントン部
　石井宅　☎（71）4237

　12 月 12 日（日）、太平洋岸
自転車道にて実施。
○小学生の部（2ｋｍ）

　優　勝　松村　翔太郎
○中学生男子（3ｋｍ）

　1年の部

　優　勝　本村　海
　2年の部

　優　勝　増田　成輝
　3年の部

　優　勝　大川　一成
○中学生女子（3ｋｍ）

　1年の部

　優　勝　近藤　遥
　2年の部

　優　勝　添田　菜緒
○一般女子の部（3ｋｍ）

　優　勝　佐藤　加津美

○ゆずります
　乗馬運動器具、ラジカセ、DVDプレー
　ヤー、ベビー歩行器、ベビーベッド、
　幼児用おもちゃ、入園式用男児服と
　かばん、室内用温室一式、籐製ドレッ
　サー、学習机、折りたたみ木製ベッド、
　エレクトーン

○ゆずってください
　ロックミシン、作業用一輪車、ストー
　ブ用柵、ダイニング用イス、花器、
　24 インチマウンテンバイク、餅つき
　用石うす

　　町民課　☎内線237

気象情報
12月

最高気温22.5度　　最低気温0.4度　　平均気温9.9度
総雨量185㎜

相談の案内［２月］
相 談 名 と 　 き と こ ろ 相談窓口･主管課相 談 内 容 等

人 権 相 談

行 政 相 談

法 律 相 談

消費者生活相談

心 配ごと相談

電話教育相談

こころの健康相談

認 知 症 相 談

児童虐待相談

高齢者介護相談

（老人性痴呆疾患）

憲法で保障されている人権の侵害に関する相談

行政や特殊法人に対する要望や苦情

人間関係などの日常生活上のさまざまな悩み、相談

児童虐待に関する相談

高齢者の介護に関する相談

相続･離婚・金銭貸借･暴力傷害･債権･債務等、日常
生活の中の法律的な相談

不登校･いじめ等　電話･来所相談
対象…園児・児童・生徒と保護者

心の悩みや病気で困っている方やその家族
を対象に精神科医が相談を受けます。
（引きこもりやアルコール等の相談も含む）

認知症の治療や対応の仕方について精神
科医が相談を受けます。

物品、サービス等の契約に関する
トラブル、解約手続き、
商品や訪問販売に関する
苦情等

１７日（木）
１３時～１６時

１０日（木）
1３時～１６時

１５日（火）
１３時～１５時３０分（予約制）

１０日（木）、１７日（木）
１３時～１６時（予約制）

月～金　９時３０分～１６時
（ただし祝日は除きます）

毎週月曜日～金曜日
（ただし祝日は除きます）
９時～１６時３０分

毎週月曜日～金曜日（ただし祝日は除きます）
８時３０分～１７時１５分

毎週月曜日～金曜日（ただし祝日は除きます）
８時３０分～１７時１５分

お問い合わせください
１３時３０分～１５時４５分（予約制）

お問い合わせください
１３時３０分～１５時４５分（予約制）

月～金 ９時３０分～１９時
土日祝 ９時３０分～１６時３０分

（ただし、年末年始及
び施設管理上実施でき
ない日を除きます）

※法律相談の予約は毎月 1
　日からです。
　（1 日が土・日・祝日の場
　合は、翌日または翌々日）
※1回30分以内

※無料駐車場はありません

福祉センター
「さざれ石」

福祉センター
「さざれ石」

平塚市消費生活センター
1（２１）７５３０

かながわ中央消費生活センター
1０４５（３１１）０９９９

大磯町教育研究所　教育相談窓口
（町立小磯幼稚園内）1（６０）３６７０

大磯町児童虐待相談ホットライン
（子育て支援室内）1（６１）６２１０

大磯町地域包括支援センター
1（６１）９９６６

平塚保健福祉事務所　1（３２）０１３０

社会福祉協議会
1（６１）９３９０

町民課
1（６１）４１００
内線２３７
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会議開催のお知らせ

不用品登録情報

教育委員会定例会

農業委員会総会

2月16日（水）　9時～
生涯学習館　１階研修室

2月25日（金）　13時30分～
国府支所2階　会議室

　　子ども育成課　☎内線322

　　農業委員会　☎内線358

ゆずります！ゆずってください！

問

問

問

不要品の登録やあっせんの受付
8:30～17:15（土・日・祝日は除きます）
不要品登録状況はホームページ
でもご覧いただけます。

心の保健相談 心の病気に関する悩みを抱えてい
る本人や家族の相談

毎週水曜日、第１第3土曜日
１３時３０分～１５時（予約制）

障害福祉センター
1（７３）４５３０

火事と救急
12月の出動状況

消防車…56件（火災0件、救助0件、その他56件）
救急車…128件（急病77件、交通事故20件、一般負傷16件、その他15件）

　12月 5日（日）、国府小学校
体育館にて実施。
　優　勝　ラブ　スポルト
　準優勝　マングース
　第 3位　カムチャッカ
問　町体育協会サッカー部
　加藤宅　☎（61）3643

　12月 5日（日）、国府中学校
体育館にて実施。
○男子シングルスＡクラス

　優　勝　國生　克彦
　準優勝　工藤　正仁
　第 3位　一瀬　慶理
○男子シングルスＢクラス

　優　勝　近藤　洋介
　準優勝　和田　松一
　第 3位　宇佐美　真
○女子シングルス

　優　勝　箱守　のり子
　準優勝　石井　美樹
　第 3位　簑島　朋美
○男子ダブルス

　優　勝　永井・小清水組
　準優勝　榊原・一瀬組
　第 3位　國生・和田組

スポーツ大会の結果

第1回
秋季町民フットサル大会

第49回
町民ロードレース大会

第62回全日本障害馬術
大会2010　partⅠの結果

第26回
町民バドミントン大会

問

問

か
ら
だ

12 月に町内各地でスポーツ大会が繰り広げられました。結果は次のとおりです。（敬称略）

○一般男子の部（6ｋｍ）

　一般男子 15～ 29 歳の部

　優　勝　山谷　準也
　一般男子 30歳代の部

　優　勝　村本　洋介
　一般男子 40歳代の部

　優　勝　齋川　勉
　一般男子 50歳以上の部

　優　勝　田上　誇
問　町体育協会陸上部　
　二宮宅　☎（72）1989
問

　大阪府杉谷馬事公苑で開催された
標記大会において見事入賞されまし
た。今後の活躍が期待されます。
問　スポーツ健康課　☎内線 324問

スポーツ優秀選手の紹介

池田　弘彰さん（東小磯）

大障害飛越競技（決勝）第 6位

中障害飛越競技（決勝）第 6位

この紙面に広告を掲載しませんか！！広告を掲載しませんか！！

　町では財源確保のため、広報おおいそに掲載する広告を
募集します。広報は毎月、町内各世帯に配布（約 12,000 部）
しています。掲載は 2色ページで、金額は右枠参照。詳し
くは町ホームページの広告募集をご覧になるか、下記まで
問い合わせください。なお、広告主の事業内容等によって
は掲載できない場合があります。

その他の大きさの金額は、問い合わせてください。
申込みは、1掲載単位で広報発行日の 40 日前までに！
（2月 18 日までに申込があれば平成 23 年 4月号に掲載）◎問い合わせ　政策課　☎内線 206

広告掲載料 大磯町
OISO-MACHI

1 ページの 1/10

1 ページの 2/10

1 ページの全面

49×88

49×178

265×178

13,000 円

26,000 円

130,000 円

大きさ 金　額縦×横（㎜）

・
・

　　　　　広報おおいそ　平成23年2月 16
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○女子ダブルス

　優　勝　井澤・崎山組
　準優勝　松本・西野組
　第 3位　石井・箱守組
問　町体育協会バドミントン部
　石井宅　☎（71）4237

　12 月 12 日（日）、太平洋岸
自転車道にて実施。
○小学生の部（2ｋｍ）

　優　勝　松村　翔太郎
○中学生男子（3ｋｍ）

　1年の部

　優　勝　本村　海
　2年の部

　優　勝　増田　成輝
　3年の部

　優　勝　大川　一成
○中学生女子（3ｋｍ）

　1年の部

　優　勝　近藤　遥
　2年の部

　優　勝　添田　菜緒
○一般女子の部（3ｋｍ）

　優　勝　佐藤　加津美

○ゆずります
　乗馬運動器具、ラジカセ、DVDプレー
　ヤー、ベビー歩行器、ベビーベッド、
　幼児用おもちゃ、入園式用男児服と
　かばん、室内用温室一式、籐製ドレッ
　サー、学習机、折りたたみ木製ベッド、
　エレクトーン

○ゆずってください
　ロックミシン、作業用一輪車、ストー
　ブ用柵、ダイニング用イス、花器、
　24 インチマウンテンバイク、餅つき
　用石うす

　　町民課　☎内線237

気象情報
12月

最高気温22.5度　　最低気温0.4度　　平均気温9.9度
総雨量185㎜

相談の案内［２月］
相 談 名 と 　 き と こ ろ 相談窓口･主管課相 談 内 容 等

人 権 相 談

行 政 相 談

法 律 相 談

消費者生活相談

心 配ごと相談

電話教育相談

こころの健康相談

認 知 症 相 談

児童虐待相談

高齢者介護相談

（老人性痴呆疾患）

憲法で保障されている人権の侵害に関する相談

行政や特殊法人に対する要望や苦情

人間関係などの日常生活上のさまざまな悩み、相談

児童虐待に関する相談

高齢者の介護に関する相談

相続･離婚・金銭貸借･暴力傷害･債権･債務等、日常
生活の中の法律的な相談

不登校･いじめ等　電話･来所相談
対象…園児・児童・生徒と保護者

心の悩みや病気で困っている方やその家族
を対象に精神科医が相談を受けます。
（引きこもりやアルコール等の相談も含む）

認知症の治療や対応の仕方について精神
科医が相談を受けます。

物品、サービス等の契約に関する
トラブル、解約手続き、
商品や訪問販売に関する
苦情等

１７日（木）
１３時～１６時

１０日（木）
1３時～１６時

１５日（火）
１３時～１５時３０分（予約制）

１０日（木）、１７日（木）
１３時～１６時（予約制）

月～金　９時３０分～１６時
（ただし祝日は除きます）

毎週月曜日～金曜日
（ただし祝日は除きます）
９時～１６時３０分

毎週月曜日～金曜日（ただし祝日は除きます）
８時３０分～１７時１５分

毎週月曜日～金曜日（ただし祝日は除きます）
８時３０分～１７時１５分

お問い合わせください
１３時３０分～１５時４５分（予約制）

お問い合わせください
１３時３０分～１５時４５分（予約制）

月～金 ９時３０分～１９時
土日祝 ９時３０分～１６時３０分

（ただし、年末年始及
び施設管理上実施でき
ない日を除きます）

※法律相談の予約は毎月 1
　日からです。
　（1 日が土・日・祝日の場
　合は、翌日または翌々日）
※1回30分以内

※無料駐車場はありません

福祉センター
「さざれ石」

福祉センター
「さざれ石」

平塚市消費生活センター
1（２１）７５３０

かながわ中央消費生活センター
1０４５（３１１）０９９９

大磯町教育研究所　教育相談窓口
（町立小磯幼稚園内）1（６０）３６７０

大磯町児童虐待相談ホットライン
（子育て支援室内）1（６１）６２１０

大磯町地域包括支援センター
1（６１）９９６６

平塚保健福祉事務所　1（３２）０１３０

社会福祉協議会
1（６１）９３９０

町民課
1（６１）４１００
内線２３７
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会議開催のお知らせ

不用品登録情報

教育委員会定例会

農業委員会総会

2月16日（水）　9時～
生涯学習館　１階研修室

2月25日（金）　13時30分～
国府支所2階　会議室

　　子ども育成課　☎内線322

　　農業委員会　☎内線358

ゆずります！ゆずってください！

問

問

問

不要品の登録やあっせんの受付
8:30～17:15（土・日・祝日は除きます）
不要品登録状況はホームページ
でもご覧いただけます。

心の保健相談 心の病気に関する悩みを抱えてい
る本人や家族の相談

毎週水曜日、第１第3土曜日
１３時３０分～１５時（予約制）

障害福祉センター
1（７３）４５３０

火事と救急
12月の出動状況

消防車…56件（火災0件、救助0件、その他56件）
救急車…128件（急病77件、交通事故20件、一般負傷16件、その他15件）

　12月 5日（日）、国府小学校
体育館にて実施。
　優　勝　ラブ　スポルト
　準優勝　マングース
　第 3位　カムチャッカ
問　町体育協会サッカー部
　加藤宅　☎（61）3643

　12月 5日（日）、国府中学校
体育館にて実施。
○男子シングルスＡクラス

　優　勝　國生　克彦
　準優勝　工藤　正仁
　第 3位　一瀬　慶理
○男子シングルスＢクラス

　優　勝　近藤　洋介
　準優勝　和田　松一
　第 3位　宇佐美　真
○女子シングルス

　優　勝　箱守　のり子
　準優勝　石井　美樹
　第 3位　簑島　朋美
○男子ダブルス

　優　勝　永井・小清水組
　準優勝　榊原・一瀬組
　第 3位　國生・和田組

スポーツ大会の結果

第1回
秋季町民フットサル大会

第49回
町民ロードレース大会

第62回全日本障害馬術
大会2010　partⅠの結果

第26回
町民バドミントン大会

問

問

か
ら
だ

12 月に町内各地でスポーツ大会が繰り広げられました。結果は次のとおりです。（敬称略）

○一般男子の部（6ｋｍ）

　一般男子 15～ 29 歳の部

　優　勝　山谷　準也
　一般男子 30歳代の部

　優　勝　村本　洋介
　一般男子 40歳代の部

　優　勝　齋川　勉
　一般男子 50歳以上の部

　優　勝　田上　誇
問　町体育協会陸上部　
　二宮宅　☎（72）1989
問

　大阪府杉谷馬事公苑で開催された
標記大会において見事入賞されまし
た。今後の活躍が期待されます。
問　スポーツ健康課　☎内線 324問

スポーツ優秀選手の紹介

池田　弘彰さん（東小磯）

大障害飛越競技（決勝）第 6位

中障害飛越競技（決勝）第 6位

この紙面に広告を掲載しませんか！！広告を掲載しませんか！！

　町では財源確保のため、広報おおいそに掲載する広告を
募集します。広報は毎月、町内各世帯に配布（約 12,000 部）
しています。掲載は 2色ページで、金額は右枠参照。詳し
くは町ホームページの広告募集をご覧になるか、下記まで
問い合わせください。なお、広告主の事業内容等によって
は掲載できない場合があります。

その他の大きさの金額は、問い合わせてください。
申込みは、1掲載単位で広報発行日の 40 日前までに！
（2月 18 日までに申込があれば平成 23 年 4月号に掲載）◎問い合わせ　政策課　☎内線 206

広告掲載料 大磯町
OISO-MACHI

1 ページの 1/10

1 ページの 2/10

1 ページの全面

49×88

49×178

265×178

13,000 円

26,000 円

130,000 円

大きさ 金　額縦×横（㎜）

・
・

広報おおいそ　平成23年2月17
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※このコーナーに登場してくれるお子

　さんを募集しています。

◎問い合わせ　政策課　☎内線 207

撮影者 （広報カメラマン）

① 奥野さん　② 杉崎さん
③ 上田さん　④ 高田さん
⑤ 太田さん

32,848（＋33）
12,593（＋15）

人口
世帯

男  16,026（＋30） 女  16,822（＋3）
（　）は前月比

スポーツ健康課　☎内線 310

Vol.0

大根餅

Vol.11 Vol.
5

写真・レシピ提供

大磯町食生活改善推進団体（ママの会）

　大根の根にはでんぷん分解酵素が含まれているため、食

べ物の消化を促進します。

① 北浜海岸からの初日の出

② 今年も良い年でありますように
　（初詣・六所神社）

② 魚のさばき方教室

③ 照ヶ崎海岸からの初富士
④ 出初式での放水訓練の様子
　（1/9・大磯運動公園）

⑤ 成人の仲間入り
　（1/10・成人式）

①大根おろしに、塩を加えておく。

②Ａを混ぜ合わせ、①を加える。

③フライパンに油を少々熱し、②をスプーン 1 杯ほど流し

入れ、平たくのばし、両面をこんがり焼く。

　※食べるときにしょうゆをつけてもよい。

　※お好みで桜えびやねぎを加えてもおいしいですよ。

わーい！ぶら下がっちゃった！

大好きなパパと辻堂海浜公園にて。

1月1日現在
町の人口と世帯

※平成22年 国勢調査に基づく人口と世帯数は、公表され次第反映させる予定です。

大根おろし　　　400g
塩　　　　　　　小さじ1/2
　　　小麦粉　　120g
Ａ　　片栗粉　　80g
　　　青のり　　大さじ1
油　　　　　　　適宜

後藤　龍太郎 くん
平成20年1月16 日生

未来郎さん、文栄さんの長男

りゅう た ろう

輝ける 2011 年のはじまり
（１月元日）


